
施設名 開館時間

所在地

TEL

メール

休館日

職員構成
R5年４月現在

１時間あたりの施設使用料（社会教育認定団体は２分の１）

20 名 350 円

36 名 350 円

24 名 720 円

20 名 780 円

100 名 970 円

貸し出し

可能備品

（令和5年４月１日現在）

火・木 

児童ルーム・図書室・老人憩の家・出張所・第三小学校区地

区社会福祉協議会・第三小学校区まちづくり協議会

学習等供用施設
（通称：冨士センター）

併設施設

FAX

児童館業務・図書館業務・老人憩の家

貸出施設

座卓１２台・姿見２枚・座布団５０枚

調理台４台・丸椅子２４脚・冷蔵庫２台

電子レンジ２台・ガス炊飯器１台

テレビ１台・ビデオデッキ１台

移動ステージ１セット・卓球台５台
大集会室

付帯設備施設名

集会室

休養室（２）

調理室

視聴覚室

CDラジカセ・机・椅子・テント・音響システム・卓球セット・バトミントンセット

電子ピアノ

定員

（非）事務職2名 児童厚生員１名 司書３名 用務員２名 夜間管理２名  合計１4名

駐車場

fuji270-1432@aurora.ocn.ne.jp

２７台（内１台障害者専用）

臨時駐車場１５台

出張所業務
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種別

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

4 13 145 74 635 30 284 1 14 21 248 9 49 148 1,375

5 10 100 86 750 29 250 0 0 16 275 12 61 153 1,436

6 10 138 85 648 36 310 0 0 34 451 18 73 183 1,620

7 15 212 82 666 32 278 0 0 40 860 20 115 189 2,131

8 11 140 54 458 18 156 0 0 23 376 17 88 123 1,218

9 10 127 65 566 32 329 0 0 40 677 4 23 151 1,722

10 19 311 77 644 34 315 0 0 35 767 12 58 177 2,095

11 11 154 66 601 28 265 0 0 36 616 16 88 157 1,724

12 13 166 63 545 33 325 0 0 31 848 9 64 149 1,948

1 14 233 57 530 27 237 0 0 36 439 9 47 143 1,486

2 9 122 57 535 29 273 0 0 31 450 15 88 141 1,468

3 9 139 60 580 34 344 0 0 46 571 11 73 160 1,707

合計 144 1,987 826 7,158 362 3,366 1 14 389 6,578 152 827 1,874 19,930

高齢者

419

個人

55

令和４年度部屋別利用件数・利用人数

26.68

29.57

6.54

令和４年度　　公民館等団体別利用状況
（学習等供用施設冨士センター）

青少年 成人 女性 合計

1,874

その他

201

休養室２

合　　　計

大集会室

19,930

年間利用率（％）

389

視聴覚室

810 11,155

利用件数（件）

2,975

14.14

調理室

部屋名

集会室

59.74

1,780

388

利用人数（人）

3,632
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家庭教育

（１）

（２）

 （２）分野別方針
運営目標

①育児や子育てについて学び、悩みやふあんを解消する場を提供する。

②子どもたちの視野を広げ、社会性や協調性を育む。

③育児の悩みや不安等を気軽に話し合える子育て世代の交流の場を提供する。

④講座等を通して親子のコミュニケーションを深める。

①学習・体験活動を通して視野を広げ、「知る」楽しさを学ぶ。

②年齢にとらわれない子どもたちによる地域交流の場を提供する。

③講座等を通して様々な人との交流を促し、社会参加の促進に努める。

④子どもたちが日常生活の基本を体験し、自立する力を身につける。

令和4年度 学習等供用施設 事業報告 

  戦略３「拠点創造プロジェクト」
   ・みどりを育み活かすまちづくり
   ・「かかわれる農」のまちづくり
  戦略２「みどり活用プロジェクト」
   ・子育てしたくなるまちづくり

   ・ゆとりある暮らしを感じるまちづくり
  戦略１「若い世代定住プロジェクト」
●目指す将来像を実現するために（第５次総合計画後期基本計画から抜粋）

「ときめきと みどりあふれる 快活都市」
●白井市が目指す将来像（第５次総合計画基本構想から）

   ・働く場を生み出すまちづくり

   ・都市拠点がにぎわうまちづくり

１．運営方針

 これらのプロジェクト（まちづくり）を実現するため、①「つどう」②「まなぶ」③「むすぶ」

   ・拠点を結ぶまちづくり
   ・地域拠点でつながる健康なまちづくり

 （１）全体の運営方針

「子どもの居場所」、「高齢者の居場所」、「地域の居場所」として気軽に集える場を提供をとお

して地域連携の和を大きく広げ、人との交流と支え合いを育んでいく。
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成人教育

（３）

団体育成

（４）

対象

ぴよぴよタイム ①②③ 10 回     延べ139 人

喫茶室「みるく」 ①②③ 8 回     延べ188 人

ママハピタイム ①②④ 1 回 4 人

リズムベビーマッサージ ①②④ 1 回 14 人

夏休みチャレンジ講座

・絵画教室(全２回) ①② 2 回 延べ18 人

・プログラミング教室(全２回) ①② 1 回 12 人

・工作教室 ①② 1 回 8 人

フラワーアレンジメント教室 ①② 1 回 9 人

冬休み書初め練習会 ①② 2 回      延べ20 人

詰将棋にチャレンジ ①②③ 1 回 2 人

将棋体験教室(全３回) ①②③ 1 回 5 人

山田敦幹将棋教室 ①②③ 1 回 10 人

囲碁体験教室(全３回) ①②③ 1 回 4 人

土器っと古代 ①② 1 回 8 人

防災教室 ①②③④ 1 回 13 人

①講座等を通して同じ趣味の人との交流の場を提供する。

②生涯学習の楽しさを知る、世代を超えた学習の場を提供する。

③健康の保持や生きがいづくりをサポートし、健康寿命の延伸を図る。

④自然に親しむ場を提供し、緑ある住環境の保全と推進を図る。

①地域団体の活動をサポートし、団体の育成や連携を図る。

 （３）令和４年度 重点に実施した項目（講座・事業など）

家庭教育

(１)

（２）

 （１）学習講座事業
参加人数回数学級・講座名

・地域団体との連携による事業を実施し、団体の活性化、人と人との交流と支え合いを育む。
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クッキング教室 ①②③ 2 回      延べ20 人

フラワーアレンジメント教室 ①②③ 1 回 9 人

終活講習会 ①③ 2 回       延べ9 人

家庭菜園・園芸教室 ①②③④ 2 回      延べ16 人

ヨガ教室(全２回) ①②③ 2 回      延べ19 人

薬膳茶＆ヨガ ①②③ 1 回 8 人

珈琲＆ヨガ ①②③ 1 回 12 人

スマホ教室 ①② 3 回      延べ57 人

シュトーレン教室教室 ①②③ 1 回 12 人

普通救命教室 ①②③ 1 回 6 人

カービング教室 ①②③ 1 回 6 人

茶道体験教室 ①②③ 1 回 8 人

世代間交流(グラウンドゴルフ) ①②③ 1 回 28 人

冨士センター音楽祭 ①②③ 1 回 95 人

冨士クリスマスフェスタ ①②③ 1 回 189 人

・団体等に学習の場として施設を提供
・地域の会合や話し合いの場として施設を提供

 （４）施設の提供

・ロビーにパーテーションを設置し、人数制限をしたうえで開放
・地域団体の交流事業等に施設備品の貸し出し
・中高生に学習の場を提供

・センターホームページへの開催事業情報等の掲載
・開催事業個別宣伝ポスターの作製
・センターだより、ポスター等の域内自治会回覧、小学校児童への配布、近隣店舗等への掲示

 （３）情報の提供

・クリスマス会

・体育館で遊ぼう
・センターフェステイバル

・音楽鑑賞会
・憩いのサロン
・ふじっこダイニング(実施せず)
・シニア食堂(実施せず)

・トイトイランド
・ハッピーハロウィーン

・市広報誌へのセンター開催事業情報等の掲載
・開催事業情報等を掲載したセンターだより及び児童ルームだよりの発行

・美化交流会

・子ども居場所作り

成人教育

（３）

団体育成

（４）

 （２）講座以外に行った事業
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・自主事業の開催時には、ソーシャルディスタンスの確保、換気等の感染予防対策を実施
・感染状況を見極めつつ、定員制限などの状況に即した感染予防対策を実施

・窓口や事務室内に悲惨防止用シーとを設置
・午前、午後、夕方の３回、職員による共有スペースを中心とした消毒作業を実施
・ロビー、児童ルーム、図書室、老人憩の家等の主な部屋には空気清浄器を設置

 （５）「withコロナ」「afterコロナ」時代に向けた対応
・職員には、出勤前に体温測定、体調確認を奨励し、勤務中はマスクを着用
・玄関に体温測定器及び手指消毒液を設置、入館時に連絡先の記載、マスクの着用、体温測定、
 手指の消毒を奨励
・施設利用者には、体温測定器及び備品消毒液を貸与し、参加者の健康チェック、部屋の換気、
 使用後の備品消毒、参加者名簿の提出を依頼
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・
・

・
２

０
組

 
７

月
以

降
・

・
・

３
０

組
参

加
人

数
延

べ
１

８
８

人

・
地

域
の

人
と

の
関

り
が

希
薄

し
て

い
る

。

決
 

算

講
座

名
喫

茶
室

「
み

る
く

」

0

40
,0

00
30

,0
00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

・
親

子
で

同
じ

時
間

を
共

有
す

る
機

会
が

減
少

し
て

い
る

。

40
,0

00 0
0

30
,0

00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
予

 
算

備
 

考

・
白

井
第

三
小

学
校

区
社

会
福

祉
協

議
会

と
共

催

８
回

大
集

会
室

・
地

域
の

人
１

０
０

人
と

知
り

合
い

に
な

ろ
う

。

・
遊

び
の

中
で

子
ど

も
と

一
緒

に
楽

し
み

な
が

ら
親

子
や

保
護

者
同

士
の

交
流

を
図

れ
る

よ
う

手
助

け
を

す
る

。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

0

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

知
り

合
い

に
な

る
事

で
、

セ
ン

タ
ー

の
中

だ
け

で
な

く
地

域
で

も
挨

拶
が

出
来

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
地

域
で

子
育

て
を

応
援

し
て

い
る

と
い

う
安

心
感

が
持

て
た

。
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学
習

報
告

N
o

講
 

師

地
区

社
協

の

み
な

さ
ん

地
区

社
協

の

み
な

さ
ん

4
9月

2日

・
手

遊
び

・
リ

ズ
ム

遊
び

参
加

人
数

 
乳

幼
児

１
０

人
、

保
護

者
９

人

 
 

 
 

 
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

７
人

）

5

親
子

で
過

ご
せ

る
遊

び
方

の
習

得
、

地
域

の
人

と
の

交
流

を
深

め
、

居
場

所
を

作

る
。

親
子

で
過

ご
せ

る
遊

び
方

の
習

得
、

地
域

の
人

と
の

交
流

を
深

め
、

居
場

所
を

作

る
。

親
子

で
過

ご
せ

る
遊

び
方

の
習

得
、

地
域

の
人

と
の

交
流

を
深

め
、

居
場

所
を

作

る
。

親
子

で
過

ご
せ

る
遊

び
方

の
習

得
、

地
域

の
人

と
の

交
流

を
深

め
、

居
場

所
を

作

る
。

地
区

社
協

の

み
な

さ
ん

親
子

で
過

ご
せ

る
遊

び
方

の
習

得
、

地
域

の
人

と
の

交
流

を
深

め
、

居
場

所
を

作

る
。

地
区

社
協

の

み
な

さ
ん

1
4月

1日

事
業

の
ね

ら
い

・
手

遊
び

・
ミ

ニ
運

動
会

参
加

人
数

 
乳

幼
児

９
人

、
保

護
者

５
人

 
 

 
 

 
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

８
人

）

地
区

社
協

の

み
な

さ
ん

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

・
手

遊
び

・
ハ

ロ
ウ

ィ
ー

ン
遊

び

参
加

人
数

 
乳

幼
児

１
６

人
、

保
護

者
１

２
人

 
 

 
 

 
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

１
０

人
）

3
7月

1日

・
手

遊
び

・
七

夕
遊

び

参
加

人
数

 
乳

幼
児

２
３

人
、

保
護

者
２

１
人

 
 

 
 

 
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

８
人

）

・
手

遊
び

・
パ

ネ
ル

シ
ア

タ
ー

参
加

人
数

 
乳

幼
児

７
人

、
保

護
者

７
人

 
 

 
 

 
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

１
０

人
）

2
6月

3日

10
月

7日

学
習

報
告

N
o

講
 

師

7
12

月
2日

・
手

遊
び

・
ク

リ
ス

マ
ス

カ
ー

ド
作

り

参
加

人
数

 
乳

幼
児

１
８

人
、

保
護

者
１

５
人

 
 

 
 

 
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

９
人

）

・
手

遊
び

・
節

分
ご

っ
こ

参
加

人
数

 
乳

幼
児

１
１

人
、

保
護

者
１

０
人

 
 

 
 

 
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

１
０

人
）

地
区

社
協

の

み
な

さ
ん

地
区

社
協

の

み
な

さ
ん

8
2月

3日

事
業

の
ね

ら
い

親
子

で
過

ご
せ

る
遊

び
方

の
習

得
、

地
域

の
人

と
の

交
流

を
深

め
、

居
場

所
を

作

る
。

親
子

で
過

ご
せ

る
遊

び
方

の
習

得
、

地
域

の
人

と
の

交
流

を
深

め
、

居
場

所
を

作

る
。

親
子

で
過

ご
せ

る
遊

び
方

の
習

得
、

地
域

の
人

と
の

交
流

を
深

め
、

居
場

所
を

作

る
。

6
11

月
4日

・
手

遊
び

・
お

芋
ほ

り
遊

び

参
加

人
数

 
乳

幼
児

８
人

、
保

護
者

７
人

 
 

 
 

 
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

１
０

人
）

地
区

社
協

の

み
な

さ
ん

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等
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講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
保

育
付

き
に

し
、

自
分

だ
け

の
時

間
を

楽
し

ん
で

も
ら

っ
た

。

・
講

座
前

と
後

で
は

明
ら

か
に

顔
の

表
情

が
変

化
し

て
い

た
。

・
普

段
、

自
宅

で
も

出
来

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
方

法
を

講
師

か
ら

教
え

て
も

ら
い

、
「

続
け

て
い

け
そ

う
」

と
の

声
が

あ
っ

た
。

・
コ

ロ
ナ

禍
で

マ
ス

ク
を

し
た

生
活

は
顔

の
表

情
筋

を
使

わ
な

く
な

り
、

暗
い

表
情

に
な

っ
て

し
ま

う
。

予
 

算
決

 
算

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

目
 

標

0

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

30
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

ヨ
ガ

講
師

 
K

EI
K

O
先

生

・
集

中
で

き
る

よ
う

に
他

の
参

加
者

と
の

配
置

を
考

慮
し

た
。

備
 

考

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題募
集

人
数

８
人

・
顔

の
筋

肉
を

ス
ト

レ
ッ

チ
や

耳
つ

ぼ
マ

ッ
サ

ー
ジ

で
豊

か
な

表
情

を
取

り
戻

す
。

10
,0

00
9,

11
0

参
加

人
数

４
人

5,
00

0
5,

00
0

5,
00

0
4,

11
0

令
和

４
年

１
１

月
１

回

休
養

室
２マ

マ
ハ

ピ
タ

イ
ム

対
 

象

学
習

報
告

N
o

講
 

師
事

業
の

ね
ら

い

ピ
ー

に
な

れ
る

。
マ

マ
の

不
安

を
取

り
除

い
て

あ
げ

る
。

1
11

月
30

日

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

K
EI

K
O

先
生

・
ヨ

ガ
の

呼
吸

を
し

な
が

ら
顔

の
筋

ト
レ

を
し

た
後

、
そ

れ
ぞ

れ
の

悩
み

の
ツ

ボ
に

シ
ー

ル
を

貼
っ

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

 
乳

幼
児

１
人

、
大

人
３

人

自
己

負
担

金
 

１
０

０
円
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講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
リ

ズ
ム

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

対
 

象
生

後
２

カ
月

か
ら

歩
行

前
ま

で
の

親
子

募
集

人
数

事
業

の
課

題
と

目
標

5,
00

0
5,

00
0

5,
00

0

８
組

参
加

人
数

７
組

１
４

人

課
 

題

１
回

休
養

室
２

・
親

子
で

目
線

を
合

わ
せ

、
歌

を
聴

き
な

が
ら

沢
山

触
れ

合
う

事
で

絆
を

深
め

る
。

0

10
,0

00
5,

00
0

0

N
P

O
法

人
日

本
子

ど
も

教
育

セ
ン

タ
ー

リ
ズ

ム
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
認

定
講

師
 

柏
崎

真
紀

子
さ

ん

予
 

算
決

 
算

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

令
和

４
年

６
月

備
 

考

・
講

座
後

に
参

加
者

同
士

で
情

報
交

換
を

し
、

有
意

義
な

時
間

を
過

ご
し

た
。

・
泣

き
出

し
た

時
は

一
緒

に
あ

や
す

な
ど

サ
ポ

ー
ト

面
を

重
視

し
た

。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

目
 

標

・
月

齢
が

近
い

他
の

参
加

者
や

講
師

と
交

流
を

深
め

、
育

児
へ

の
不

安
や

疑
問

を
解

消
す

る
。

・
覚

え
た

メ
ロ

デ
ィ

ー
を

ア
レ

ン
ジ

し
て

家
で

も
マ

ッ
サ

ー
ジ

出
来

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

学
習

報
告

N
o

講
 

師
事

業
の

ね
ら

い

マ
ッ

サ
ー

ジ
方

法
や

コ
ツ

を
覚

え
る

。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

1
6月

24
日

・
マ

ッ
サ

ー
ジ

が
も

た
ら

す
心

身
と

心
の

効
果

に
つ

い
て

の
お

話

・
音

楽
に

合
わ

せ
た

マ
ッ

サ
ー

ジ

参
加

人
数

 
７

組
１

４
人

柏
崎

先
生
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講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師

目
 

標

・
異

学
年

と
交

流
す

る
き

っ
か

け
が

少
な

い
。

対
 

象
小

学
生

事
業

の
課

題
と

目
標

募
集

人
数

延
べ

４
０

人
参

加
人

数
延

べ
３

８
人

・
子

ど
も

が
造

形
的

な
見

方
、

考
え

方
を

働
か

せ
る

環
境

が
少

な
い

。

課
 

題講
座

名
夏

休
み

チ
ャ

レ
ン

ジ
講

座

美
術

教
師

 
桜

井
秋

芳
先

生
、

電
子

工
作

研
究

会
の

み
な

さ
ん

、
児

童
厚

生
員

45
,0

00
38

,3
10

10
,4

00

・
自

ら
考

え
、

作
品

を
作

り
上

げ
る

喜
び

を
味

わ
え

た
。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
楽

し
い

雰
囲

気
で

参
加

で
き

る
よ

う
心

掛
け

た
。

４
回

・
作

品
に

対
す

る
自

分
の

見
方

や
感

じ
方

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

・
学

び
に

向
か

う
力

を
培

う
。

・
自

ら
考

え
、

作
品

を
作

り
上

げ
る

喜
び

を
知

っ
て

も
ら

う
。

・
他

の
参

加
者

の
作

品
を

見
て

感
想

を
言

い
合

い
、

交
流

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

20
,0

00
20

,0
00

決
 

算
予

 
算

65
,0

00
58

,3
10

集
会

室
、

休
養

室
２

・
参

加
者

は
各

自
の

目
標

を
持

ち
集

中
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

た
。

備
 

考

学
習

報
告

N
o

講
 

師

4
8月

9日

7月
28

日

「
工

作
教

室
」

押
し

花
石

け
ん

と
バ

ス
ボ

ム
作

り

参
加

人
数

 
８

人

自
己

負
担

金
 

３
０

０
円

児
童

厚
生

員
作

品
を

作
り

上
げ

、
達

成
感

を
味

わ
う

。
1

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

創
造

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

を
知

り
、

独
自

の
感

性
を

発
揮

さ
せ

る
。

2
8月

4日

「
絵

画
教

室
」

ポ
ス

タ
ー

絵
画

の
基

礎
を

学
ぶ

。

参
加

人
数

 
１

０
人

桜
井

先
生

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

仕
組

み
を

理
解

す

る
。

自
ら

プ
ロ

グ
ラ

ム
し

作
品

を
作

り
上

げ
達

成
感

を
得

る
。

創
造

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

を
知

り
、

独
自

の
感

性
を

発
揮

さ
せ

る
。

「
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

工
作

教
室

」

パ
ソ

コ
ン

で
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

し
て

音
と

光
を

出
す

電
子

工
作

に
挑

戦
す

る
。

参
加

人
数

 
１

２
人

自
己

負
担

金
 

１
０

０
０

円

電
子

工
作

研
究

会

の
み

な
さ

ん

3
8月

5日

「
絵

画
教

室
」

ポ
ス

タ
ー

絵
画

の
基

礎
を

学
ぶ

。

参
加

人
数

 
１

０
人

桜
井

先
生

5
8月

10
日

「
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

工
作

教
室

」

パ
ソ

コ
ン

で
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

し
て

音
と

光
を

出
す

電
子

工
作

に
挑

戦
す

る
。

参
加

人
数

 
１

２
人

自
己

負
担

金
 

１
０

０
０

円

電
子

工
作

研
究

会

の
み

な
さ

ん

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

仕
組

み
を

理
解

す

る
。

自
ら

プ
ロ

グ
ラ

ム
し

作
品

を
作

り
上

げ
達

成
感

を
得

る
。
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師

創
造

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

を
知

り
、

独
自

の
感

性
を

発
揮

さ
せ

る
。

桜
井

先
生

桜
井

先
生

創
造

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

を
知

り
、

独
自

の
感

性
を

発
揮

さ
せ

る
。

6
8月

18
日

「
絵

画
教

室
」

ポ
ス

タ
ー

絵
画

の
基

礎
を

学
ぶ

。

参
加

人
数

 
8人

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

7
8月

19
日

「
絵

画
教

室
」

ポ
ス

タ
ー

絵
画

の
基

礎
を

学
ぶ

。

参
加

人
数

 
8人

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名

決
 

算
5,

00
0

6,
00

0

10
,0

00
6,

00
0

12
,0

00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

高
橋

か
お

り
先

生

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
楽

し
い

雰
囲

気
で

参
加

で
き

る
よ

う
声

掛
け

を
し

た
。

・
手

本
を

見
せ

た
り

教
え

す
ぎ

る
と

個
性

が
失

わ
れ

る
の

で
ア

ド
バ

イ
ス

は
最

小
限

に
し

た
。

・
達

成
感

を
味

わ
う

事
が

出
来

た
。

募
集

人
数

１
０

人
参

加
人

数
９

人

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題

・
花

と
触

れ
合

う
機

会
が

少
な

い
。

目
 

標

・
自

ら
考

え
、

作
品

を
作

り
上

げ
る

喜
び

を
知

っ
て

も
ら

う
。

予
 

算

15
,0

00

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
一

人
一

人
が

工
夫

し
て

個
性

的
な

作
品

を
仕

上
げ

る
こ

と
が

出
来

た
。

対
 

象
小

学
生

5,
00

0

令
和

４
年

５
月

１
回

集
会

室

備
 

考

・
当

日
欠

席
１

人
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

高
橋

先
生

作
品

を
作

り
上

げ
る

楽
し

さ
を

知
る

。
1

5月
8日

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン
で

プ
ー

ド
ル

型
の

ア
レ

ン
ジ

メ
ン

ト
を

作
る

。

参
加

人
数

 
９

人

自
己

負
担

金
 

５
０

０
円

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師

２
回

・
講

師
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

基
に

改
善

点
を

確
認

し
な

が
ら

仕
上

げ
る

。

令
和

４
年

１
２

月

募
集

人
数

各
１

０
人

参
加

人
数

延
べ

２
０

人

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題

・
小

学
生

の
冬

休
み

の
宿

題
で

も
あ

る
書

き
初

め
だ

が
、

自
宅

だ
と

集
中

し
て

書
け

な
い

。

目
 

標講
座

名
冬

休
み

書
初

め
練

習
会

・
集

中
力

を
高

め
る

対
 

象

予
 

算

15
,0

00

決
 

算

10
,0

00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

10
,0

00
10

,0
00

5,
00

0
0

0
0

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
参

加
者

が
集

中
し

て
書

け
る

環
境

作
り

を
し

た
。

大
集

会
室

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
課

題
を

上
手

に
仕

上
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
講

師
の

声
掛

け
も

あ
り

、
意

欲
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

備
 

考
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習

報
告

N
o

講
 

師

書
き

初
め

を
仕

上
げ

る
1

12
月

27
日

冬
休

み
の

宿
題

で
も

あ
る

書
き

初
め

の
練

習

午
後

の
部

 
 

 
 

参
加

人
数

 
 

９
人

宮
本

志
保

先
生

書
き

初
め

を
仕

上
げ

る

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

12
月

27
日

冬
休

み
の

宿
題

で
も

あ
る

書
き

初
め

の
練

習

午
前

の
部

 
 

 
 

参
加

人
数

 
１

１
人

宮
本

志
保

先
生

2

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師

・
将

棋
を

始
め

た
く

て
も

、
難

し
く

て
よ

く
わ

か
ら

な
い

。

・
将

棋
の

楽
し

み
方

が
わ

か
ら

な
い

。

・
将

棋
を

は
じ

め
て

も
な

か
な

か
勝

て
な

い
。

・
正

解
し

た
ら

お
菓

子
を

出
す

こ
と

で
、

子
ど

も
た

ち
の

や
る

気
を

促
す

。

目
 

標

・
３

手
詰

め
詰

将
棋

を
解

く
こ

と
に

よ
り

将
棋

が
わ

か
り

、
楽

し
め

る
よ

う
に

な
る

。

・
３

手
の

読
み

が
で

き
て

、
将

棋
が

強
く

な
る

。

令
和

４
年

７
月

１
回

対
 

象
市

内
在

住
小

学
生

募
集

人
数

８
人

参
加

人
数

２
人

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
３

手
詰

め
詰

将
棋

が
解

け
る

よ
う

に
な

り
、

将
棋

が
楽

し
め

て
、

強
く

な
っ

た
。

講
座

名
詰

将
棋

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

備
 

考

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

集
会

室

決
 

算
予

 
算

・
３

手
詰

め
詰

将
棋

と
い

う
易

し
い

、
基

本
的

な
問

題
を

出
題

し
て

、
子

ど
も

た
ち

に
自

信
を

つ
け

て
も

ら
う

。

0
0

15
,0

00
3,

77
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

0
0

15
,0

00
3,

77
0
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習
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師

1
7月

31
日

３
手

詰
め

詰
将

棋
に

挑
戦

し
て

、
正

解
者

に
お

菓
子

を
与

え
る

こ
と

に
よ

り
、

や
る

気
を

促
す

。

参
加

人
数

 
２

人

３
手

先
が

読
め

る
よ

う
に

な
っ

て
、

将
棋

が
強

く
な

る
。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師

備
 

考

35
,0

00
20

,0
00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

・
勝

つ
た

め
の

コ
ツ

を
教

え
る

(３
手

詰
め

詰
将

棋
な

ど
)

・
実

際
に

将
棋

を
指

し
て

実
践

感
覚

を
養

っ
て

も
ら

う
。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
将

棋
の

基
本

を
理

解
し

、
狙

い
の

あ
る

手
が

指
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
将

棋
の

楽
し

さ
奥

深
さ

が
体

験
で

き
、

実
践

感
覚

が
養

い
、

楽
し

ん
で

も
ら

え
た

。

・
将

棋
の

基
本

を
教

え
、

基
本

的
な

指
し

方
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

。

目
 

標

・
将

棋
が

指
せ

る
よ

う
に

な
り

、
将

棋
の

楽
し

さ
、

奥
深

さ
を

体
験

し
て

も
ら

う
。

・
集

中
力

、
忍

耐
力

、
先

を
読

む
力

、
状

況
判

断
力

を
身

に
つ

け
る

。

・
将

棋
を

通
じ

て
人

間
力

を
高

め
る

。

令
和

４
年

１
０

月
３

回

２
階

休
養

室
２

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

0

20
,0

00
20

,0
00

15
,0

00
0

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

募
集

人
数

１
０

人
参

加
人

数
５

人

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題対
 

象

講
座

名
将

棋
体

験
教

室
(全

３
回

)

・
将

棋
の

楽
し

さ
、

奥
深

さ
を

体
験

で
き

る
機

会
が

あ
ま

り
な

い
。

・
身

近
に

指
導

で
き

る
人

が
あ

ま
り

い
な

い
。

・
将

棋
よ

り
他

の
ゲ

ー
ム

に
関

心
が

向
い

て
し

ま
う

傾
向

に
あ

る
。

決
 

算
予

 
算
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師

・
実

践
を

通
じ

て
、

考
え

方
の

基
本

を
指

導
し

、
ま

た
、

詰
将

棋
な

ど
で

勝
ち

方
の

コ
ツ

を
習

得
さ

せ
た

。

参
加

人
数

 
５

人

豊
田

さ
ん

白
井

さ
ん

実
際

に
将

棋
を

指
し

て
い

く
中

で
、

勝
ち

方
の

コ
ツ

を
習

得
す

る
。

3
10

月
22

日

・
将

棋
を

よ
り

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

よ
う

、
基

本
手

筋
や

詰
将

棋
を

教
え

、
将

棋
の

面
白

さ
や

奥
深

さ
を

体
験

し
て

も
ら

っ
た

・
一

手
一

手
の

意
味

を
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

、
し

っ
か

り
考

え
て

も
ら

い
、

最
後

に
正

解
手

を
教

え
て

、
そ

の
意

味
が

理
解

で
き

る
よ

う
指

導
し

た
.

・
勝

つ
た

め
の

は
色

々
な

戦
略

が
必

要
な

た
め

、
戦

法
や

効
率

的
な

戦
い

方
の

方
法

を
教

え
た

。

参
加

人
数

 
５

人

豊
田

さ
ん

白
井

さ
ん

ゲ
ー

ム
感

覚
で

将
棋

を
楽

し
ん

で
も

ら

う
。

自
分

の
力

で
考

え
る

習
慣

を
身

に
付

け

る
。

将
棋

に
勝

つ
た

め
に

必
要

な
戦

略
を

覚
え

て
も

ら
う

。

2
10

月
15

日

1
10

月
8日

・
実

践
を

通
じ

て
、

将
棋

の
基

本
を

指
導

し
た

。

参
加

人
数

 
５

人

豊
田

さ
ん

白
井

さ
ん

実
際

に
将

棋
を

指
す

こ
と

に
よ

り
、

将
棋

の
楽

し
さ

、
奥

深
さ

を
体

験
し

て
も

ら

う
。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師

備
 

考

予
 

算

35
,0

00

決
 

算

47
,8

17

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

・
自

戦
解

説
の

大
盤

操
作

を
市

役
所

職
員

２
名

に
依

頼
す

る
。

・
申

込
受

付
の

際
、

予
め

、
指

導
対

局
の

順
番

を
決

め
て

お
き

、
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
配

慮
す

る
。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
将

棋
愛

好
者

に
ア

マ
最

高
峰

の
将

棋
を

体
験

し
て

も
ら

い
、

貴
重

な
学

び
の

場
と

な
っ

た
。

・
次

世
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

に
、

夢
と

希
望

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
市

の
将

棋
サ

ー
ク

ル
に

声
掛

け
し

て
、

地
域

は
も

と
よ

り
市

全
体

で
盛

り
上

げ
る

。

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

0

30
,0

00
32

,8
50

5,
00

0
14

,9
67

将
棋

元
ア

マ
名

人
山

田
敦

幹
さ

ん

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

対
 

象

課
 

題

・
将

棋
愛

好
者

向
け

の
最

高
峰

の
将

棋
を

体
験

す
る

機
会

が
な

い
。

・
せ

っ
か

く
地

域
の

誇
り

と
な

る
著

名
人

が
い

る
の

に
、

あ
ま

り
知

ら
れ

て
い

な
い

。

目
 

標

・
市

内
の

将
棋

愛
好

者
に

最
高

峰
の

将
棋

を
体

験
し

、
学

ん
で

も
ら

う
。

・
地

域
の

誇
り

と
な

る
著

名
人

か
ら

学
ん

で
い

た
だ

く
こ

と
に

よ
り

、
次

世
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

に
夢

と
希

望
を

与
え

る
。

令
和

４
年

１
０

月
１

回

講
座

名
将

棋
元

ア
マ

名
人

山
田

敦
幹

さ
ん

に
よ

る
自

戦
解

説
と

指
導

対
局

大
集

会
室

募
集

人
数

３
０

人
参

加
人

数
１

０
人

事
業

の
課

題
と

目
標
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学
習

報
告

N
o

講
 

師

1
10

月
22

日

・
将

棋
の

元
ア

マ
名

人
山

田
敦

幹
さ

ん
に

「
将

棋
が

強
く

な
る

方
法

」
と

題
し

て
、

講
演

を
し

て
も

ら
う

。

・
想

い
出

に
残

る
激

戦
譜

を
大

盤
で

解
説

し
て

も
ら

う
。

・
指

導
対

局
を

行
い

、
参

加
者

に
最

高
峰

の
将

棋
を

体
験

し
て

も
ら

う
。

参
加

人
数

 
１

０
人

将
棋

元

ア
マ

名
人

山
田

敦
幹

さ
ん

白
井

市
冨

士
地

区
出

身
の

将
棋

元
ア

マ
名

人
に

よ
る

自
戦

解
説

と
指

導
対

局
に

よ

り
、

参
加

者
に

最
高

峰
の

将
棋

を
体

験

し
、

学
ん

で
も

ら
う

と
共

に
、

子
ど

も
た

ち
に

夢
と

希
望

を
与

え
る

。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
囲

碁
体

験
教

室
(全

３
回

)

課
 

題

・
囲

碁
の

ル
ー

ル
が

難
し

く
、

馴
染

み
が

薄
い

。

・
身

近
に

指
導

で
き

る
人

が
あ

ま
り

い
な

い
。

・
囲

碁
を

学
ぶ

よ
り

、
他

の
ゲ

ー
ム

の
方

に
関

心
が

向
い

て
し

ま
う

。

・
囲

碁
の

楽
し

さ
を

体
験

で
き

て
い

な
い

。

募
集

人
数

１
０

人
参

加
人

数
４

人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
小

学
生

以
上

予
 

算

20
,0

00

決
 

算

15
,0

00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

老
人

憩
い

の
家

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

0

15
,0

00

目
 

標

・
参

加
者

が
実

際
に

囲
碁

を
打

て
る

よ
う

に
な

る
。

・
参

加
者

が
囲

碁
の

楽
し

さ
を

体
験

す
る

。

・
囲

碁
を

通
し

て
仲

間
づ

く
り

を
す

る
。

・
集

中
力

、
忍

耐
力

、
先

を
読

む
力

、
状

況
判

断
力

を
身

に
付

け
、

人
間

力
を

高
め

る
。

令
和

５
年

１
月

３
回

  
・

囲
碁

の
楽

し
さ

を
実

感
し

て
も

ら
い

、
囲

碁
に

興
味

を
も

っ
て

も
ら

え
た

。

15
,0

00

5,
00

0
0

冨
士

囲
碁

ク
ラ

ブ

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

囲
碁

の
基

本
ル

ー
ル

を
指

導
す

る
。

備
 

考

・
囲

碁
を

通
じ

た
、

様
々

な
学

び
が

で
き

、
人

と
の

繋
が

り
が

で
き

た
。

・
礼

儀
作

法
を

含
め

た
対

局
の

流
れ

を
つ

か
ま

せ
る

。

・
よ

り
多

く
実

践
を

積
ま

せ
る

。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
囲

碁
を

体
験

し
て

も
ら

い
、

実
際

に
囲

碁
が

打
て

る
よ

う
に

な
っ

た
。
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

21
1月

8日

・
指

導
者

か
ら

囲
碁

の
基

本
、

ル
ー

ル
を

説
明

し
て

も
ら

う
。

・
指

導
者

か
ら

実
際

の
囲

碁
対

局
の

流
れ

や
礼

儀
作

法
を

教
え

て
も

ら
う

。

・
指

導
に

よ
り

、
実

際
に

囲
碁

に
打

て
る

よ
う

に
す

る
。

参
加

人
数

 
４

人

冨
士

囲
碁

ク
ラ

ブ

の
皆

さ
ん

・
囲

碁
の

ル
ー

ル
を

覚
え

て
も

ら
い

、
実

際
に

囲
碁

を
体

験
さ

せ
、

囲
碁

の
楽

し

さ
、

深
さ

を
知

っ
て

も
ら

う
。

3
1月

22
日

・
実

践
指

導
に

よ
り

、
囲

碁
の

楽
し

さ
を

理
解

し
て

も
ら

う
。

・
負

け
て

悔
し

い
と

い
う

思
い

を
体

験
さ

せ
、

更
に

上
を

目
指

し
て

も
ら

う
。

・
囲

碁
を

通
じ

て
仲

間
づ

く
り

が
出

来
る

よ
う

に
な

る
。

参
加

人
数

 
４

人

冨
士

囲
碁

ク
ラ

ブ

の
皆

さ
ん

・
囲

碁
の

厳
し

さ
を

体
験

さ
せ

、
更

に
上

を
目

指
し

て
も

ら
う

。

・
囲

碁
を

通
じ

て
仲

間
づ

く
り

を
し

て
も

ら
う

。

1月
15

日

・
実

践
指

導
に

よ
り

、
囲

碁
の

楽
し

さ
を

理
解

し
て

も
ら

う
。

・
丁

寧
に

わ
か

り
や

す
く

指
導

し
て

、
囲

碁
に

興
味

を

持
っ

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

 
４

人

冨
士

囲
碁

ク
ラ

ブ

の
皆

さ
ん

・
実

際
に

囲
碁

を
打

つ
こ

と
に

よ
り

、
実

践
感

覚
を

身
に

付
け

る
と

共
に

、
や

る
気

を
起

こ
さ

せ
る

。

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
土

器
っ

と
古

代

課
 

題

・
古

代
歴

史
に

触
れ

る
機

会
が

あ
ま

り
な

い
。

・
便

利
な

社
会

ゆ
え

に
、

物
の

大
切

さ
が

あ
ま

り
理

解
さ

れ
て

い
な

い
。

・
災

害
時

な
ど

の
対

策
の

た
め

、
古

き
時

代
の

生
活

を
見

直
す

べ
き

必
要

が
あ

る
。

募
集

人
数

８
人

参
加

人
数

８
人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
の

小
学

生

5,
00

0
2,

40
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

集
会

室

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

2,
40

0

0

目
 

標

・
古

代
歴

史
を

知
り

、
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

。

・
古

代
人

の
生

活
の

大
変

さ
を

体
験

し
、

今
の

生
活

の
便

利
さ

を
認

識
し

て
も

ら
う

。

令
和

４
年

７
月

１
回

決
 

算

・
土

器
模

様
の

し
お

り
づ

く
り

で
は

、
好

き
な

色
に

土
器

を
合

わ
せ

た
し

お
り

を
ラ

ミ
ネ

ー
ト

加
工

し
て

、
大

切
に

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に

 
す

る
。

・
勾

玉
づ

く
り

で
は

、
手

順
に

従
い

、
全

員
が

完
成

で
き

る
よ

う
段

階
的

に
進

め
て

い
く

。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
土

器
の

解
説

を
行

い
、

本
物

の
土

器
に

触
れ

て
も

ら
い

、
古

代
歴

史
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

え
た

。

・
土

器
模

様
の

し
お

り
や

苦
労

し
て

勾
玉

を
作

る
こ

と
に

よ
り

、
物

の
大

切
さ

が
理

解
さ

れ
た

。

0

5,
00

0
2,

40
0

千
葉

県
教

育
庁

教
育

振
興

部
文

化
財

課
普

及
管

理
班

 
宿

城
 

高
義

さ
ん

(ア
シ

ス
タ

ン
ト

２
人

補
助

)

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
土

器
解

説
の

後
、

本
物

の
土

器
に

触
れ

て
も

ら
う

。

予
 

算

備
 

考

・
今

後
は

、
子

ど
も

だ
け

で
な

く
、

保
護

者
の

参
加

も
可

能
と

し
た

い
。

ま
た

、
募

集
人

員
も

増
や

し
て

い
き

た
い

。
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

1
7月

27
日

・
土

器
も

解
説

を
行

い
、

本
物

の
土

器
に

触
れ

て
も

ら

う
。

・
好

み
の

色
を

塗
り

、
土

器
を

合
わ

せ
て

、
土

器
模

様
の

し
お

り
を

作
っ

て
も

ら
う

。

・
古

代
人

が
大

切
に

し
て

い
た

勾
玉

を
作

っ
て

も
ら

う
。

参
加

人
数

 
８

人

宿
城

さ
ん

(ア
シ

ス
タ

ン
ト

２
人

補
助

)

・
古

代
歴

史
に

興
味

を
持

ち
学

習
に

役
立

て
る

。

・
古

代
人

の
生

活
の

大
変

さ
を

体
験

し
、

今
の

生
活

の
便

利
さ

を
認

識
し

て
も

ら

う
。

・
素

材
か

ら
物

を
形

に
し

て
、

物
の

あ
り

が
た

さ
を

実
感

し
て

も
ら

う
。

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
防

災
教

室

課
 

題

・
近

年
、

地
震

や
自

然
災

害
が

多
い

中
自

分
自

身
の

身
の

守
り

方
や

方
法

・
何

を
ど

の
位

準
備

し
て

お
く

べ
き

か
不

安
を

感
じ

て
い

る

募
集

人
数

１
０

組
２

０
人

参
加

人
数

６
組

１
３

人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
小

学
生

親
子

目
 

標

予
 

算

60
,0

00

決
 

算

11
,0

00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

大
集

会
室

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

0

10
,0

00

・
小

さ
い

お
子

様
に

は
常

に
気

配
り

を
し

て
い

た
。

・
防

災
の

知
識

を
学

び
、

い
ざ

と
い

う
時

、
１

人
で

い
る

時
で

も
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

令
和

４
年

８
月

１
回

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
防

災
士

か
ら

、
常

に
準

備
し

て
お

く
も

の
、

過
去

の
災

害
時

に
一

番
困

っ
た

事
な

ど
わ

か
り

易
く

説
明

し
て

も
ら

い
親

子
で

 
話

し
合

う
機

会
に

な
っ

た
。

5,
00

0

50
,0

00
6,

00
0

防
災

士
 

宮
本

か
お

り

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
防

災
ス

ト
ラ

ッ
プ

の
作

成
時

、
子

ど
も

が
わ

か
ら

な
い

と
こ

ろ
や

難
し

い
と

こ
ろ

は
お

手
伝

い
し

た
。

備
 

考
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

1
8月

21
日

・
災

害
時

に
役

立
つ

グ
ッ

ズ
の

紹
介

・
防

災
ス

ト
ラ

ッ
プ

の
作

成

・
子

ど
も

向
け

の
防

災
の

お
話

し

参
加

人
数

 
６

組
１

３
人

宮
本

先
生

１
人

で
い

る
時

に
災

害
が

起
こ

っ
た

場
合

の
対

応
方

法
を

学
ぶ

。

防
災

用
品

の
大

切
さ

、
大

事
さ

を
学

ぶ
。

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
ク

ッ
キ

ン
グ

教
室

募
集

人
数

1回
目

 
8人

 
、

 
2回

目
 

１
２

人
参

加
人

数
延

べ
 

２
０

人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
成

人

目
 

標

調
理

室

・
料

理
の

楽
し

さ
を

実
感

し
て

も
ら

う
。

・
参

加
者

同
士

の
交

流
を

は
ぐ

ぐ
む

。

２
回

課
 

題

・
気

軽
に

で
き

る
趣

味
を

通
し

て
人

と
交

流
で

き
る

機
会

が
少

な
い

。

・
趣

味
が

少
な

く
、

家
に

閉
じ

こ
も

り
が

ち
で

あ
る

。

決
 

算

21
,1

57

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

備
 

考

・
手

指
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

を
こ

ま
め

に
行

う
。

・
自

分
の

分
は

自
分

で
作

成
す

る
。

（
自

己
完

結
型

）

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

6,
00

0

10
,0

00

・
料

理
を

通
し

て
、

参
加

者
同

士
会

話
し

な
が

ら
楽

し
く

料
理

が
で

き
た

。

10
,0

00

34
,0

00
11

,1
57

田
村

純
子

さ
ん

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
換

気
の

徹
底

・
空

気
清

浄
機

の
使

用

予
 

算

44
,0

00
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

1
11

月
20

日

「
ベ

ー
グ

ル
作

り
」

手
ご

ね
で

ベ
ー

グ
ル

生
地

を
形

成
し

、
焼

き
上

げ
た

。

参
加

人
数

 
８

人

自
己

負
担

金
 

３
０

０
円

田
村

さ
ん

料
理

の
楽

し
さ

と
参

加
者

同
士

の
交

流
を

図
る

。

2月
12

日

「
肉

ま
ん

作
り

」

皮
か

ら
手

ご
ね

で
肉

ま
ん

を
作

っ
た

。

参
加

人
数

 
１

２
人

自
己

負
担

金
 

３
０

０
円

田
村

さ
ん

料
理

の
楽

し
さ

と
参

加
者

同
士

の
交

流
を

図
る

。
2

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師

課
 

題

・
気

軽
に

体
験

す
る

場
が

少
な

い
。

・
同

じ
趣

味
を

持
っ

た
仲

間
を

見
つ

け
る

こ
と

は
難

し
い

。

講
座

名
フ

ラ
ワ

ー
ア

レ
ン

ジ
メ

ン
ト

教
室

募
集

人
数

１
０

人
参

加
人

数
９

人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
成

人
 

目
 

標

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

18
,0

00

5,
00

0

・
花

・
枝

・
葉

の
ゴ

ミ
が

少
な

い
よ

う
に

、
出

来
る

限
り

ア
レ

ン
ジ

に
使

用
し

た
。

・
ア

レ
ン

ジ
メ

ン
ト

の
基

礎
知

識
や

お
花

の
豆

知
識

、
管

理
の

仕
方

な
ど

を
学

ぶ
。

・
花

を
通

し
て

参
加

者
同

士
の

交
流

を
育

む
。

令
和

４
年

１
２

月
１

回

予
 

算

15
,0

00

決
 

算

26
,0

00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

集
会

室

6,
00

0

10
,0

00
20

,0
00

高
橋

か
お

り
さ

ん

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
換

気
・

空
気

清
浄

機
の

使
用

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
講

師
の

話
し

が
楽

し
く

、
基

礎
知

識
や

管
理

の
仕

方
が

わ
か

り
や

す
く

て
良

か
っ

た
。

と
の

声
を

た
く

さ
ん

い
た

だ
い

た
。

備
 

考
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

1
12

月
1日

ク
リ

ス
マ

ス
に

飾
れ

る
フ

ラ
ワ

ー
ア

レ
ン

ジ
メ

ン
ト

に
挑

戦
し

、
楽

し
ん

で
も

ら
う

。

参
加

者
 

９
人

自
己

負
担

金
 

２
０

０
０

円

高
橋

さ
ん

お
花

の
楽

し
さ

、
基

礎
知

識
、

管
理

の
仕

方
を

学
び

、
参

加
者

同
士

の
交

流
も

図

る
。

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
終

活
支

援
講

座

対
 

象
市

内
在

住
成

人

目
 

標

予
 

算

10
,0

00

決
 

算

4,
32

0

・
講

座
中

で
も

質
問

し
や

す
い

よ
う

に
声

掛
け

し
た

。

・
自

分
の

人
生

の
終

末
を

考
え

る
こ

と
で

、
前

向
き

に
悔

い
の

な
い

人
生

を
送

れ
る

よ
う

に
す

る
。

・
も

し
も

の
時

の
自

分
の

望
み

や
選

択
を

、
家

族
と

話
し

合
う

。

２
回

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
終

活
に

つ
い

て
具

体
的

に
考

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。

課
 

題

・
人

生
の

終
末

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

が
少

な
い

。

・
人

生
の

終
末

に
不

安
が

あ
る

。

募
集

人
数

１
０

人
参

加
人

数
延

べ
９

人

事
業

の
課

題
と

目
標

5,
00

0
4,

32
0

市
役

所
職

員
・

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

と
ス

ク
リ

ー
ン

を
使

っ
て

、
資

料
を

大
き

く
表

示
し

見
や

す
く

し
た

。

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

休
養

室
２

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

0

5,
00

0

備
 

考

・
参

加
者

に
「

白
井

市
終

活
支

援
ノ

ー
ト

」
を

配
布

し
た

。
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

1
7月

28
日

終
活

支
援

ノ
ー

ト
を

見
な

が
ら

、
介

護
や

成
年

後
見

制
度

な
ど

に
つ

い
て

学
ぶ

。

も
し

バ
ナ

カ
ー

ド
を

使
っ

て
、

終
末

期
医

療
に

つ
い

て
考

え
る

。

参
加

人
数

５
人

市
役

所
職

員
・

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

終
末

を
迎

え
る

に
あ

た
っ

て
、

心
配

や
不

安
が

少
し

で
も

軽
減

で
き

る
よ

う
に

す

る
。

2月
24

日

終
活

支
援

ノ
ー

ト
を

見
な

が
ら

、
介

護
や

成
年

後
見

制
度

な
ど

に
つ

い
て

学
ぶ

。

も
し

バ
ナ

カ
ー

ド
を

使
っ

て
、

終
末

期
医

療
に

つ
い

て
考

え
る

。

参
加

人
数

４
人

市
役

所
職

員

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

介
護

に
か

か
る

様
々

な
費

用
を

具
体

的
に

教
え

て
も

ら
う

こ
と

で
、

金
銭

面
で

の
不

安
を

軽
減

で
き

る
。

2

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
家

庭
菜

園
・

園
芸

教
室

目
 

標

・
畑

の
作

り
方

、
種

ま
き

・
苗

植
え

の
方

法
、

肥
料

の
選

び
方

・
ま

き
方

、
収

穫
ま

で
を

プ
ロ

の
先

生
か

ら
学

び
、

自
分

達
の

菜
園

 
に

生
か

す
。

２
回

課
 

題募
集

人
数

１
５

人
参

加
人

数
延

べ
１

６
人

事
業

の
課

題
と

目
標

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
実

際
に

畑
で

の
作

業
を

体
験

で
き

る
た

め
、

細
部

の
疑

問
や

質
問

な
ど

に
も

応
じ

る
こ

と
が

出
来

た
。

対
 

象
市

内
在

住
者

休
養

室
２

・
集

会
室

 
及

び
屋

外
菜

園

10
,0

00

15
,0

00
2,

69
6

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
実

際
に

畑
で

実
践

す
る

前
に

部
屋

で
説

明
を

し
、

終
わ

っ
た

後
も

部
屋

で
質

問
を

受
け

付
け

る
な

ど
、

参
加

者
全

員
が

き
ち

ん
と

予
 

算

25
,0

00

決
 

算

12
,6

96

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

10
,0

00

 
学

習
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

備
 

考
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

3月
25

日

雨
で

畑
が

使
え

な
か

っ
た

た
め

、
前

日
に

講
師

の
方

が
畑

で
の

作
業

を
撮

影
し

、
そ

の
動

画
を

使
っ

て
春

植
え

野
菜

の
栽

培
に

つ
い

て
学

ん
だ

。

参
加

人
数

 
８

人

自
己

流
で

家
庭

菜
園

を
行

っ
て

い
る

人
に

土
づ

く
り

の
基

礎
か

ら
学

ん
で

も
ら

い
、

役
立

て
て

も
ら

う
。

作
物

を
育

て
、

収
穫

す
る

喜
び

を
感

じ
て

も
ら

う
。

1
7月

23
日

３
月

の
家

庭
菜

園
教

室
に

参
加

し
た

人
に

連
絡

し
、

種
を

ま
い

た
人

参
と

ジ
ャ

ガ
イ

モ
の

収
穫

を
し

た
。

参
加

人
数

 
８

人

自
己

流
で

家
庭

菜
園

を
行

っ
て

い
る

人
に

土
づ

く
り

の
基

礎
か

ら
学

ん
で

も
ら

い
、

役
立

て
て

も
ら

う
。

作
物

を
育

て
、

収
穫

す
る

喜
び

を
感

じ
て

も
ら

う
。

2

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
ヨ

ガ
教

室
(全

２
回

)

課
 

題

・
コ

ロ
ナ

禍
で

身
体

を
動

か
す

機
会

が
減

っ
た

方
が

多
い

。

・
自

己
の

健
康

管
理

に
関

心
を

持
つ

方
が

多
い

が
、

気
軽

に
習

う
場

が
少

な
い

。

募
集

人
数

1回
目

３
０

人
 

 
2回

目
１

５
人

参
加

人
数

延
べ

１
９

人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
成

人
女

性

目
 

標

大
集

会
室

、
休

養
室

２

・
激

し
い

運
動

や
先

生
と

同
じ

ポ
ー

ズ
を

し
な

く
て

も
、

や
ろ

う
と

す
る

だ
け

で
十

分
効

果
は

あ
る

。

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

0

20
,0

00

・
久

し
ぶ

り
に

身
体

を
動

か
す

方
も

い
る

こ
と

を
念

頭
に

置
き

、
無

理
の

な
い

取
り

組
み

を
す

る
。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
普

段
使

っ
て

い
な

い
部

分
を

動
か

し
て

気
持

ち
が

よ
く

、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
で

き
た

等
の

声
を

い
た

だ
い

た
。

・
身

体
を

ほ
ぐ

し
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
や

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

し
、

心
身

共
に

癒
す

。

・
健

康
的

な
身

体
づ

く
り

の
入

口
と

し
て

、
自

宅
で

も
出

来
る

よ
う

に
す

る
。

４
回

20
,0

00

5,
00

0
0

IH
TA

認
定

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

 
K

EI
K

O
先

生

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
換

気
・

空
気

清
浄

機
の

使
用

予
 

算

25
,0

00

決
 

算

20
,0

00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

備
 

考

・
講

師
の

丁
寧

な
指

導
を

受
け

ら
れ

、
サ

ー
ク

ル
参

加
に

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
け

た
。
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

21
7月

20
日

1回
目

は
背

骨
周

り
を

中
心

に
動

か
し

、
身

体
の

後
ろ

面

を
ほ

ぐ
す

。

参
加

人
数

 
８

人

K
EI

K
O

先
生

普
段

動
か

さ
な

い
部

分
を

伸
ば

し
た

り
、

ね
じ

っ
た

り
色

々
な

動
き

を
取

り
入

れ
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
も

ら
う

。

3
1月

18
日

身
体

を
ゆ

っ
く

り
伸

ば
し

て
か

ら
、

普
段

動
か

さ
な

い
筋

肉
を

使
っ

て
色

々
な

ポ
ー

ズ
を

す
る

。

参
加

人
数

 
１

１
人

K
EI

K
O

先
生

寒
さ

で
凝

り
固

ま
っ

た
身

体
を

ゆ
っ

く
り

と
し

た
動

作
で

動
か

し
、

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

し
て

も
ら

う
。

4

7月
27

日

2回
目

は
下

半
身

中
心

に
動

か
し

、
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

る
。

参
加

人
数

 
５

人

K
EI

K
O

先
生

全
2回

を
通

し
て

、
身

体
を

ほ
ぐ

し
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

、
健

康
維

持
に

つ
な

が
る

よ
う

に
す

る
。

1月
25

日

前
回

よ
り

難
し

い
ポ

ー
ズ

を
取

り
入

れ
、

身
体

の
調

子
を

整
え

る
手

助
け

と
維

持
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

参
加

人
数

 
９

人

K
EI

K
O

先
生

少
し

難
易

度
を

上
げ

筋
力

ア
ッ

プ
の

ポ
ー

ズ
を

取
り

入
れ

、
寒

さ
に

負
け

ず
錆

び
な

い
身

体
づ

く
り

の
入

り
口

と
な

る
よ

う
な

講
座

を
行

っ
た

。

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師

備
 

考

・
薬

膳
茶

に
興

味
を

持
っ

て
い

た
だ

け
た

。

5,
17

4

IH
TA

認
定

ヨ
ガ

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

K
EI

K
O

先
生

、
薬

膳
茶

エ
バ

ン
ジ

ェ
リ

ス
ト

A
I先

生

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
換

気
・

空
気

清
浄

機
の

使
用

予
 

算

15
,0

00

決
 

算

15
,1

74

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
2,

40
0

10
,0

00

・
無

理
な

く
身

体
を

動
か

す
よ

う
に

声
掛

け
を

す
る

。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
ヨ

ガ
と

薬
膳

茶
の

組
み

合
わ

せ
が

と
て

も
良

か
っ

た
と

、
多

く
の

声
を

い
た

だ
い

た
。

・
薬

膳
茶

の
魅

力
を

知
っ

て
も

ら
い

、
ヨ

ガ
で

身
体

を
動

か
し

、
身

体
の

内
と

外
か

ら
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
し

て
も

ら
う

。

・
今

回
は

夏
バ

テ
予

防
を

テ
ー

マ
に

講
座

を
行

う
。

令
和

４
年

６
月

１
回

10
,0

00

5,
00

0

・
薬

膳
茶

と
は

、
ど

の
よ

う
な

も
の

か
知

っ
て

も
ら

う
。

・
自

己
健

康
管

理
に

関
心

を
持

つ
方

が
多

く
、

身
体

の
内

と
外

か
ら

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

た
め

の
具

体
的

に
行

う
方

法
が

難
し

い
。

休
養

室
２

、
調

理
室

募
集

人
数

８
人

参
加

人
数

８
人

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題対
 

象
市

内
在

住
成

人
女

性

講
座

名
ヨ

ガ
＆

薬
膳

茶

目
 

標
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学
習

報
告

N
o

講
 

師

1
6月

29
日

夏
バ

テ
防

止
を

テ
ー

マ
に

初
級

レ
ベ

ル
の

ヨ
ガ

と
自

分
好

み
で

ブ
レ

ン
ド

し
た

薬
膳

茶
を

楽
し

ん
で

も
ら

う
。

参
加

人
数

 
８

人

K
EI

K
O

先
生

AI
先

生

コ
ロ

ナ
禍

と
酷

暑
で

心
身

と
も

に
疲

れ
て

い
る

方
が

多
い

た
め

、
ヨ

ガ
で

身
体

を
動

か
し

、
薬

膳
茶

で
心

身
と

も
に

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

し
て

も
ら

う
。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師

 
声

を
い

た
だ

い
た

。

予
 

算

15
,0

00

決
 

算

11
,3

85

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

10
,0

00

・
コ

ー
ヒ

ー
の

淹
れ

方
レ

ク
チ

ャ
ー

と
試

飲
の

み
に

す
る

。

備
 

考

・
久

し
ぶ

り
に

身
体

を
動

か
す

方
も

い
る

こ
と

を
念

頭
に

お
き

、
無

理
の

な
い

取
り

組
み

を
す

る
。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
ヨ

ガ
は

無
理

な
く

出
来

て
良

か
っ

た
。

コ
ー

ヒ
ー

の
淹

れ
方

で
味

が
変

わ
る

の
が

び
っ

く
り

で
、

参
加

し
て

よ
か

っ
た

。
と

の

・
コ

ー
ヒ

ー
の

美
味

し
い

淹
れ

方
を

学
び

、
ヨ

ガ
で

身
体

を
動

か
し

、
心

身
共

に
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
す

る
。

令
和

４
年

１
０

月
１

回

課
 

題

・
コ

ロ
ナ

禍
、

家
に

閉
じ

こ
も

り
が

ち
で

心
身

と
も

に
疲

れ
を

感
じ

て
い

る
方

が
多

い
。

・
交

流
す

る
場

所
が

少
な

い
。

10
,0

00

5,
00

0
1,

38
5

IH
TA

認
定

ヨ
ガ

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

K
EI

K
O

先
生

、
コ

ー
ヒ

ー
バ

リ
ス

タ
A

I先
生

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
換

気
・

空
気

清
浄

機
の

使
用

休
養

室
２

、
調

理
室

募
集

人
数

１
２

人
参

加
人

数
１

２
人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
成

人
女

性

目
 

標講
座

名
ヨ

ガ
＆

珈
琲
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学
習

報
告

N
o

講
 

師

1
10

月
26

日

コ
ー

ヒ
ー

の
淹

れ
方

を
学

び
、

ヨ
ガ

で
身

体
を

動
か

し

て
、

身
体

の
内

と
外

の
両

方
か

ら
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

も
ら

う
。

参
加

人
数

 
１

２
人

K
EI

K
O

先
生

AI
先

生

コ
ー

ヒ
ー

の
淹

れ
方

レ
ク

チ
ャ

ー
や

色
々

な
ヨ

ガ
ポ

ー
ズ

を
行

い
、

参
加

者
間

で
の

交
流

を
図

る
。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師対
 

象
６

０
歳

以
上

の
市

内
在

住
者

募
集

人
数

６
月

、
１

月
各

２
０

人
(午

前
・

午
後

)

３
月

１
０

人
参

加
人

数
延

べ
５

７
人

講
座

名
シ

ニ
ア

の
た

め
の

ス
マ

ホ
教

室

課
 

題

・
ス

マ
ホ

は
シ

ニ
ア

に
と

っ
て

馴
染

み
に

く
く

、
使

い
こ

な
す

の
が

難
し

い
。

・
ス

マ
ホ

を
使

い
こ

な
せ

な
い

事
に

よ
る

、
情

報
の

入
手

量
が

少
な

い
。

0

5,
00

0
0

5,
00

0
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

大
集

会
室

 
集

会
室

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

0

0

目
 

標

・
ま

だ
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
所

持
し

て
い

な
い

方
、

購
入

を
検

討
し

て
い

る
方

、
ス

マ
ホ

に
変

え
た

が
操

作
方

法
が

 
分

か
ら

な
い

方
が

ス
マ

ホ
を

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
な

る
。

事
業

の
課

題
と

目
標

３
回

決
 

算

・
途

中
、

操
作

が
わ

か
ら

な
く

な
っ

た
と

き
も

、
ア

シ
ス

タ
ン

ト
が

待
機

し
て

即
座

に
対

応
す

る
。

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
持

っ
て

い
な

い
方

も
学

べ
る

よ
う

に
、

貸
出

機
を

用
意

す
る

。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
実

際
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
用

し
、

体
験

し
な

が
ら

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

・
地

図
ア

プ
リ

、
カ

メ
ラ

機
能

、
音

声
認

識
機

能
な

ど
体

験
し

覚
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

公
認

ス
マ

ホ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
講

座
の

内
容

に
つ

い
て

い
け

る
か

気
配

り
を

し
た

予
 

算

・
緊

急
時

な
ど

の
連

絡
体

制
に

懸
念

が
あ

る
。

備
 

考
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学
習

報
告

N
o

講
 

師

1
6月

17
日

【
第

１
回

】
入

門
編

 
午

前

・
ス

マ
ホ

が
使

え
な

い
、

使
い

方
を

知
り

た
い

人
の

た
め

に
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
ス

マ
ホ

の
基

本
的

な
使

い
方

か
ら

日
常

よ
く

使
う

機
能

を
中

心
に

説
明

し
体

験
し

て
も

ら

う
。

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
が

付
い

て
、

途
中

操
作

が
分

か
ら

な
く

な
っ

た
ら

対
応

す
る

。

参
加

人
数

 
１

０
人

 

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

公
認

ス
マ

ホ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

・
実

際
に

ス
マ

ホ
を

使
用

し
て

、
い

ろ
い

ろ
な

機
能

を
体

験
し

て
も

ら
い

、
ス

マ
ホ

を
使

い
こ

な
せ

る
よ

う
に

す
る

。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

3
1月

31
日

【
第

２
回

】
基

本
編

 
午

前

・
ス

マ
ホ

を
使

い
こ

な
せ

な
い

、
持

っ
て

い
て

も
よ

く
分

か
ら

な
い

人
の

た
め

に
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
、

ス
マ

ホ
の

基
本

的
な

使
い

方
か

ら
便

利
な

機
能

を
説

明
し

体
験

し
て

も
ら

う
。

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
が

つ
い

て
、

途
中

操
作

が
分

か
ら

な
く

な
っ

た
ら

対
応

す
る

。

参
加

人
数

 
９

人

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

公
認

ス
マ

ホ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

・
実

際
に

ス
マ

ホ
を

使
用

し
て

、
い

ろ
い

ろ
な

機
能

を
体

験
し

て
も

ら
い

、
ス

マ
ホ

を
使

い
こ

な
せ

る
よ

う
に

す
る

。

6月
17

日

【
第

１
回

】
基

本
編

 
午

後

・
ス

マ
ホ

を
使

い
こ

な
せ

な
い

、
持

っ
て

い
て

も
よ

く
分

か
ら

な
い

人
の

た
め

に
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
、

ス
マ

ホ
の

基
本

的
な

使
い

方
か

ら
便

利
な

機
能

を
説

明
し

体
験

し
て

も
ら

う
。

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
が

付
い

て
、

途
中

操
作

が
分

か
ら

な
く

な
っ

た
ら

対
応

す
る

。

参
加

人
数

 
１

４
人

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

公
認

ス
マ

ホ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

・
実

際
に

ス
マ

ホ
を

使
用

し
て

、
い

ろ
い

ろ
な

機
能

を
体

験
し

て
も

ら
い

、
ス

マ
ホ

を
使

い
こ

な
せ

る
よ

う
に

す
る

。

4
1月

31
日

【
第

２
回

】
応

用
編

 
午

前

・
ス

マ
ホ

を
使

用
し

て
い

る
が

、
も

う
少

し
詳

し
く

使
い

こ
な

し
た

い
方

、
今

よ
り

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

し
た

い
方

に
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
か

ら
基

本
操

作
や

ア
プ

リ
機

能
を

一
緒

に
実

践
し

て
も

ら
う

。

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
が

付
い

て
、

途
中

操
作

が
分

か
ら

な
く

な
っ

た
ら

対
応

す
る

。

参
加

人
数

 
１

５
人

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

公
認

ス
マ

ホ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

・
実

際
に

ス
マ

ホ
を

使
用

し
て

、
い

ろ
い

ろ
な

機
能

を
体

験
し

て
も

ら
い

、
ス

マ
ホ

を
使

い
こ

な
せ

る
よ

う
に

す
る

。

2 5
3月

17
日

【
第

３
回

】
 

入
門

編

・
自

分
の

ス
マ

ホ
を

使
い

こ
な

せ
て

い
な

い
方

、
ス

マ
ホ

に
変

え
た

ば
か

り
の

方
の

た
め

に
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

か
ら

ス
マ

ホ
の

基
本

的
な

使
い

方
や

操
作

方
法

を
体

験
し

て
も

ら
う

。

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
が

付
い

て
、

途
中

操
作

が
分

か
ら

な
く

な
っ

た
ら

対
応

す
る

。

参
加

人
数

 
 

９
人

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

公
認

ス
マ

ホ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

・
実

際
に

自
分

の
ス

マ
ホ

を
使

用
し

て
、

い
ろ

い
ろ

な
機

能
を

体
験

し
て

も
ら

い
、

ス
マ

ホ
を

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
す

る
。

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師

目
 

標

令
和

４
年

１
２

月
１

回

課
 

題

・
コ

ロ
ナ

の
影

響
も

あ
り

、
外

出
す

る
機

会
が

減
っ

て
い

る
の

で
、

参
加

者
同

士
の

交
流

、
情

報
交

換
の

場
を

作
る

。

募
集

人
数

１
２

人
参

加
人

数
１

２
人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
成

人
者

講
座

名
シ

ュ
ト

ー
レ

ン
教

室

調
理

室

5,
00

0

0
6,

00
0

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
参

加
者

同
士

で
交

流
を

図
る

こ
と

が
出

来
る

よ
う

に
声

か
け

、
目

配
り

を
し

た
。

予
 

算

0

決
 

算

11
,0

00

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
6,

00
0

0

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
経

験
者

も
い

た
為

、
進

行
も

ス
ム

ー
ズ

に
い

き
初

め
て

参
加

す
る

人
の

フ
ォ

ロ
ー

を
し

て
い

る
場

面
が

み
ら

れ
た

。

備
 

考
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学
習

報
告

N
o

講
 

師

1
12

月
6日

・
パ

ン
菓

子
の

シ
ュ

ト
ー

レ
ン

を
手

作
り

し
た

。

・
各

自
で

自
分

の
分

を
作

り
、

持
ち

帰
っ

た
。

参
加

人
数

 
１

２
人

自
己

負
担

金
５

０
０

円

・
お

菓
子

作
り

を
通

し
て

、
参

加
者

同
士

の
交

流
を

深
め

る
。

・
お

菓
子

作
り

の
楽

し
さ

を
知

っ
て

も
ら

う
。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師対
 

象
市

内
在

住
中

学
生

以
上

講
座

名
普

通
救

命
講

習
会

目
 

標

・
AE

D
の

正
し

い
使

い
方

を
実

際
に

操
作

し
て

学
び

、
非

常
時

に
も

慌
て

ず
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

課
 

題

・
事

故
や

災
害

時
の

救
命

対
応

を
習

得
す

る
機

会
が

少
な

い
。

募
集

人
数

１
２

人
参

加
人

数
６

人

事
業

の
課

題
と

目
標

予
 

算

5,
00

0

決
 

算

0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金

大
集

会
室

0
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

0

5,
00

0

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
AE

D
を

使
っ

た
心

肺
蘇

生
法

を
、

実
際

に
何

度
も

体
験

す
る

こ
と

に
よ

り
、

知
識

だ
け

で
は

な
く

体
で

覚
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
窒

息
対

応
や

出
血

時
対

応
な

ど
、

生
活

の
中

で
の

救
急

時
の

対
応

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

0

0
0

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

令
和

４
年

１
０

月
１

回

備
 

考

・
講

習
会

修
了

者
に

は
、

消
防

署
よ

り
カ

ー
ド

式
の

「
救

命
講

習
修

了
証

」
が

発
行

さ
れ

る
。
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学
習

報
告

N
o

講
 

師

1
10

月
15

日

A
ED

を
使

っ
た

心
肺

蘇
生

を
、

繰
り

返
し

体
験

し
て

学

ぶ
。

止
血

法
、

窒
息

時
の

対
処

法
な

ど
を

学
ぶ

。

参
加

人
数

 
６

人

職
員

一
次

救
命

措
置

の
大

切
さ

を
学

び
、

緊
急

時
に

慌
て

ず
対

応
で

き
る

手
法

を
身

に
付

け
る

。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
カ

ー
ビ

ン
グ

教
室

課
 

題

・
気

軽
に

学
べ

る
趣

味
の

場
が

少
な

い
。

・
同

じ
趣

味
を

持
っ

た
仲

間
を

見
つ

け
る

こ
と

が
難

し
い

。

集
会

室

募
集

人
数

８
人

参
加

人
数

６
人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
成

人

目
 

標

予
 

算

15
,0

00

決
 

算

9,
80

0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

3,
00

0

5,
00

0

・
分

か
ら

な
い

所
は

い
つ

で
も

質
問

で
き

る
よ

う
に

配
慮

す
る

。

・
参

加
者

同
士

で
交

流
し

合
い

な
が

ら
、

作
品

作
り

に
取

り
組

む
。

・
作

品
を

楽
し

ん
で

完
成

さ
せ

る
。

令
和

４
年

９
月

１
回

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
そ

れ
ぞ

れ
が

楽
し

ん
で

作
品

を
仕

上
げ

る
こ

と
が

出
来

た
。

5,
00

0

10
,0

00
4,

80
0

吉
原

美
智

子
さ

ん

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
参

加
者

に
よ

っ
て

作
業

の
進

行
具

合
が

違
う

の
で

、
個

々
に

声
掛

け
す

る
。

備
 

考
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

1
9月

15
日

カ
ー

ビ
ン

グ
ナ

イ
フ

を
使

っ
て

、
石

け
ん

に
お

花
の

模
様

を
彫

刻
し

、
ビ

ー
ズ

で
飾

り
を

つ
け

て
仕

上
げ

た
。

参
加

人
数

 
６

人

自
己

負
担

金
５

０
０

円

吉
原

さ
ん

参
加

者
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

、
作

品
作

り
を

楽
し

む
。

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
茶

道
体

験
教

室
裏

千
家

(全
３

回
)

課
 

題

・
伝

統
文

化
で

あ
る

茶
道

に
触

れ
る

機
会

が
少

な
い

。

休
養

室
２

募
集

人
数

１
０

人
参

加
人

数
８

人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
成

人
女

性

目
 

標

・
サ

ー
ク

ル
化

を
目

指
す

。

予
 

算

0

決
 

算

34
,6

94

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
12

,0
00

0

・
サ

ー
ク

ル
化

に
つ

い
て

説
明

を
行

っ
た

。

・
茶

道
が

初
め

て
の

方
へ

、
楽

し
さ

や
、

奥
深

さ
を

体
験

し
て

も
ら

う
。

令
和

５
年

１
月

３
回

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
伝

統
文

化
で

あ
る

茶
道

の
楽

し
さ

を
実

感
し

て
も

ら
え

た
。

・
サ

ー
ク

ル
立

ち
上

げ
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

21
,0

00

0
13

,6
94

裏
千

家
助

教
授

 
篠

原
宗

則
先

生

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
換

気
・

空
気

清
浄

機
の

使
用

備
 

考
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

21
1月

12
日

割
稽

古

・
茶

道
の

お
辞

儀
の

仕
方

・
座

り
方

、
手

の
置

き
方

・
床

の
間

の
拝

見
の

仕
方

初
回

な
の

で
お

茶
は

点
て

て
も

ら
い

・
お

菓
子

の
頂

き
方

、
食

べ
方

・
お

抹
茶

の
頂

方
、

飲
み

方

参
加

人
数

 
８

人

自
己

負
担

金
 

５
０

０
円

篠
原

先
生

茶
道

と
は

ど
の

よ
う

な
も

の
か

実
際

に

行
っ

て
、

楽
し

さ
を

実
感

し
て

も
ら

う
。

3
1月

26
日

割
稽

古

今
ま

で
習

っ
た

一
連

の
流

れ
を

反
復

練
習

を
し

、
各

自
点

て
た

お
抹

茶
を

頂
き

終
了

と
な

っ
た

。

参
加

人
数

 
６

人

自
己

負
担

金
 

５
０

０
円

篠
原

先
生

茶
道

体
験

教
室

を
通

じ
て

、
受

講
者

間
で

交
流

を
図

る
。

1月
19

日

前
回

の
復

習
と

・
袱

紗
の

捌
き

方
、

道
具

の
清

め
方

・
お

抹
茶

の
点

て
方

参
加

人
数

 
７

人

自
己

負
担

金
 

５
０

０
円

篠
原

先
生

反
復

練
習

を
し

、
茶

道
の

礼
儀

や
楽

し
さ

奥
深

さ
を

実
感

し
て

も
ら

う
。

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
世

代
間

交
流

(グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

)

募
集

人
数

５
０

人
参

加
人

数
２

８
人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
者

目
 

標

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
大

会
で

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
の

混
合

チ
ー

ム
が

一
緒

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
参

加
者

同
士

が
お

互
い

課
 

題

・
同

一
地

域
に

住
む

子
ど

も
た

ち
と

高
齢

者
が

交
流

を
深

め
る

機
会

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
。

白
井

第
三

小
学

校
 

体
育

館

1,
51

2

50
,0

00
37

,2
86

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
子

ど
も

、
成

人
、

高
齢

者
の

混
じ

っ
た

チ
ー

ム
を

予
め

決
め

て
お

く
。

予
 

算

50
,0

00

決
 

算

38
,7

98

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

0

・
事

前
に

地
域

高
齢

者
ク

ラ
ブ

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
集

し
、

各
チ

ー
ム

に
配

属
し

て
、

審
判

、
ス

コ
ア

の
記

入
を

し
て

も
ら

う
。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
チ

ー
ム

を
組

む
こ

と
に

よ
り

、
教

え
た

り
、

教
わ

っ
た

り
し

な
が

ら
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
楽

し
み

な
が

ら
交

流
を

深
め

る

 
に

協
力

し
合

い
な

が
ら

、
ゲ

ー
ム

を
楽

し
み

交
流

を
深

め
る

。

令
和

４
年

１
１

月
１

回

 
こ

と
が

出
来

た
。

備
 

考

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
の

道
具

は
事

前
に

予
約

を
し

て
市

役
所

、
ふ

じ
保

育
園

、
第

二
小

学
校

よ
り

借
用

し
た

。

・
第

三
小

学
校

の
グ

ラ
ウ

ン
ド

と
体

育
館

を
借

用
し

た
。

(雨
の

為
、

体
育

館
で

実
施

)
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

1
11

月
23

日

・
１

チ
ー

ム
４

人
で

６
チ

ー
ム

を
結

成
.

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
の

説
明

を
し

て
か

ら
、

事
前

練
習

を
行

い
、

各
々

８
ホ

ー
ル

の
合

計
ス

コ
ア

で
順

位
を

決

定
。

参
加

人
数

 
２

８
人

職
員

及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
小

学
生

、
成

人
、

高
齢

者
が

各
チ

ー
ム

に
編

成
さ

れ
、

教
わ

り
な

が
ら

プ
レ

ー
す

る
こ

と
に

よ
り

、
会

話
が

生
ま

れ
自

然
に

交
流

が
深

め
ら

れ
る

。

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師対
 

象
一

般

大
集

会
室

講
座

名
弟

橘
レ

イ
ア

コ
ン

サ
ー

ト

目
 

標

・
冨

士
地

区
に

ゆ
か

り
の

あ
る

「
弟

橘
レ

イ
ア

さ
ん

」
に

よ
る

コ
ン

サ
ー

ト
を

開
催

し
て

、
地

域
を

盛
り

上
げ

る
。

令
和

４
年

９
月

１
回

課
 

題

・
コ

ロ
ナ

禍
で

様
々

な
活

動
が

制
限

さ
れ

、
地

域
を

盛
り

上
げ

る
機

会
が

あ
ま

り
な

い
。

募
集

人
数

参
加

人
数

９
５

人
(招

待
者

を
含

む
)

事
業

の
課

題
と

目
標

・
冨

士
セ

ン
タ

ー
の

職
員

・
理

事
な

ど
の

役
割

分
担

を
は

っ
き

り
さ

せ
、

全
員

体
制

で
、

協
力

し
て

行
え

る
よ

う
に

す
る

。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
コ

ロ
ナ

禍
で

も
、

地
域

に
ゆ

か
り

の
あ

る
演

奏
者

に
よ

る
コ

ン
サ

ー
ト

が
開

催
で

き
、

地
域

を
盛

り
上

げ
る

こ
と

が
出

来
た

。28
5,

36
0

0
34

,6
58

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
演

奏
者

及
び

ス
タ

ッ
フ

と
十

分
に

打
ち

合
わ

せ
を

行
う

。

予
 

算

25
0,

00
0

決
 

算

32
0,

01
8

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

25
0,

00
0

備
 

考
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学
習

報
告

N
o

講
 

師

1
9月

25
日

弟
橘

レ
イ

ア
コ

ン
サ

ー
ト

１
３

時
３

０
分

開
場

出
演

者

弟
橘

レ
イ

ア
・

・
・

ハ
ー

プ
、

ソ
プ

ラ
ノ

中
山

あ
す

か
・

・
・

フ
ル

ー
ト

畑
村

 
香

・
・

・
ピ

ア
ノ

参
加

人
数

 
９

５
人

・
白

井
市

冨
士

地
区

出
身

の
弟

橘
レ

イ
ア

さ
ん

に
よ

る
コ

ン
サ

ー
ト

で
地

域
を

盛
り

上
げ

る
。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

の
ね

ら
い

講
座

・
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
習

期
間

回
数

学
習

場
所

総
額

：
円

総
額

：
円

円
円

内
訳

：
講

師
料

円
内

訳
：

講
師

料
円

そ
の

他
事

業
費

 
 

 
 

 
 

 
円

円
そ

の
他

事
業

費
 

 
 

 
 

 
 

円
円

講
 

師講
座

名
冨

士
ク

リ
ス

マ
ス

フ
ェ

ス
タ

課
 

題

・
地

域
交

流
の

機
会

が
あ

ま
り

な
い

。

・
地

域
で

ク
リ

ス
マ

ス
を

盛
り

上
げ

る
場

が
な

い
。

大
集

会
室

募
集

人
数

自
由

参
加

参
加

人
数

１
８

９
人

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象
市

内
在

住
者

目
 

標

予
 

算

50
,0

00

決
 

算

74
,9

96

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

※
う

ち
参

加
者

負
担

金
0

10
,0

00

・
サ

ー
ク

ル
活

動
の

成
果

を
発

表
し

て
楽

し
ん

で
も

ら
う

。

 
深

め
て

も
ら

う
。

令
和

４
年

１
２

月
１

回

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
た

く
さ

ん
の

人
が

集
ま

り
、

地
域

交
流

、
世

代
間

交
流

が
で

き
た

。

・
出

演
者

や
観

客
に

フ
ェ

ス
タ

を
楽

し
ん

で
も

ら
い

、
次

回
も

参
加

し
た

い
と

の
声

が
あ

っ
た

。

10
,0

00

40
,0

00
64

,9
96

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
出

演
者

と
の

打
ち

合
わ

せ
を

密
に

し
、

会
場

の
説

明
を

徹
底

し
て

立
ち

位
置

や
配

置
な

ど
の

配
慮

を
し

た
。

備
 

考

・
出

演
者

の
人

数
が

多
く

、
控

室
が

足
り

な
か

っ
た

。
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学
習

報
告

N
o

講
 

師
日

 
程

学
習

主
題

・
内

容
・

方
法

等
事

業
の

ね
ら

い

1
12

月
17

日

冨
士

ク
リ

ス
マ

ス
フ

ェ
ス

タ
 

９
：

５
０

開
始

ソ
ア

ヴ
ィ

ー
タ

(合
唱

)

ひ
ま

わ
り

キ
ッ

ズ
(リ

ト
ミ

ッ
ク

)

A
ik

o(
サ

ッ
ク

ス
)

R
ed

H
ot

(キ
ッ

ズ
ダ

ン
ス

)

ア
ク

セ
ル

(キ
ッ

ズ
ダ

ン
ス

)

参
加

人
数

 
 

１
８

９
人

・
発

表
会

を
機

に
セ

ン
タ

ー
に

集
ま

っ
て

も
ら

い
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
地

域
住
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事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所

・
普

段
と

は
違

う
環

境
で

、
参

加
者

同
士

の
交

流
を

図
る

。

・
核

家
族

や
地

域
関

係
の

希
薄

化
で

地
域

社
会

と
の

交
流

が
少

な
い

。

・
同

世
代

の
子

を
持

つ
親

子
の

交
流

の
場

が
少

な
い

。

事
業

名

対
 

象

参
加

人
数

ト
イ

ト
イ

ラ
ン

ド

乳
幼

児
親

子

３
回

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
参

加
者

同
士

の
交

流
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

課
 

題

事
業

の
課

題
と

目
標

目
 

標

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

備
 

考

・
初

め
て

の
参

加
者

に
も

馴
染

め
る

よ
う

に
楽

し
い

雰
囲

気
作

り
を

心
掛

け
る

。

・
怪

我
や

事
故

の
な

い
よ

う
に

細
心

の
注

意
を

払
う

。

児
童

ル
ー

ム延
べ

 
４

５
人

事
業

報
告

N
o

事
業

の
ね

ら
い

遊
び

を
通

し
て

参
加

者
同

士
の

交
流

を
図

る
。

遊
び

を
通

し
て

参
加

者
同

士
の

交
流

を
図

る
。

遊
び

を
通

し
て

参
加

者
同

士
の

交
流

を
図

る
。

日
 

程
事

業
内

容
・

方
法

等

1
4月

10
日

・
ト

ミ
カ

、
プ

ラ
レ

ー
ル

、
リ

カ
ち

ゃ
ん

人
形

、
シ

ル
バ

ニ
ア

フ
ァ

ミ
リ

ー
で

、
参

加
者

親
子

と
一

緒
に

遊
ぶ

。

参
加

人
数

 
 

 
 

乳
幼

児
１

０
人

 
保

護
者

５
人

2
11

月
13

日

・
ト

ミ
カ

、
プ

ラ
レ

ー
ル

、
リ

カ
ち

ゃ
ん

人
形

、
シ

ル
バ

ニ
ア

フ
ァ

ミ
リ

ー
で

、
参

加
者

親
子

と
一

緒
に

遊
ぶ

。

参
加

人
数

 
 

 
 

乳
幼

児
８

人
 

保
護

者
５

人

3
2月

4日

・
ト

ミ
カ

、
プ

ラ
レ

ー
ル

、
リ

カ
ち

ゃ
ん

人
形

、
シ

ル
バ

ニ
ア

フ
ァ

ミ
リ

ー
で

、
参

加
者

親
子

と
一

緒
に

遊
ぶ

。

参
加

人
数

 
 

 
 

乳
幼

児
９

人
 

保
護

者
８

人
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事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所

１
６

９
人

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
館

内
全

体
を

楽
し

い
装

飾
に

し
、

乳
児

か
ら

大
人

ま
で

楽
し

め
る

雰
囲

気
に

し
た

。

備
 

考

・
行

事
を

通
し

て
異

学
区

、
異

学
年

の
友

だ
ち

や
地

域
の

人
た

ち
と

交
流

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

事
業

名
ハ

ッ
ピ

ー
ハ

ロ
ウ

ィ
ー

ン

・
季

節
を

感
じ

、
楽

し
め

る
行

事
が

少
な

い
。

目
 

標参
加

人
数

事
業

の
課

題
と

目
標

対
 

象 令
和

４
年

１
０

月
２

回

1階
ロ

ビ
ー

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

課
 

題

・
ハ

ロ
ウ

ィ
ー

ン
を

楽
し

み
季

節
の

移
り

変
わ

り
を

感
じ

て
も

ら
う

。

・
参

加
者

同
士

で
交

流
し

、
地

域
の

輪
を

広
げ

る
。

・
核

家
族

や
地

域
関

係
の

希
薄

化
で

地
域

社
会

と
の

交
流

が
少

な
い

。

事
業

報
告

N
o

季
節

行
事

を
楽

し
む

。

季
節

行
事

を
楽

し
む

。

事
業

の
ね

ら
い

日
 

程
事

業
内

容
・

方
法

等

1
10

月
29

日

ク
イ

ズ
コ

ー
ナ

ー
、

お
菓

子
す

く
い

コ
ー

ナ
ー

、
フ

ォ
ト

ス
ポ

ッ
ト

コ
ー

ナ
ー

を
設

置
し

ハ
ロ

ウ
ィ

ー
ン

を
楽

し

む
。

参
加

人
数

幼
児

３
０

人
 

小
学

生
４

１
人

 
 

大
人

３
３

人

2
10

月
30

日

ク
イ

ズ
コ

ー
ナ

ー
、

お
菓

子
す

く
い

コ
ー

ナ
ー

、
フ

ォ
ト

ス
ポ

ッ
ト

コ
ー

ナ
ー

を
設

置
し

ハ
ロ

ウ
ィ

ー
ン

を
楽

し

む
。

参
加

人
数

幼
児

１
６

人
 

小
学

生
２

７
人

中
学

生
３

人
 

 
大

人
３

３
人
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事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所

１
１

人

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
輪

に
入

れ
な

い
子

に
声

掛
け

を
し

、
馴

染
め

る
よ

う
な

雰
囲

気
作

り
を

し
た

。

・
核

家
族

や
地

域
関

係
の

希
薄

化
で

地
域

社
会

と
の

交
流

が
少

な
い

。

・
季

節
を

感
じ

、
楽

し
め

る
行

事
が

少
な

い
。

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題

・
は

じ
め

は
緊

張
し

て
い

た
子

ど
も

達
も

ゲ
ー

ム
を

通
し

て
交

流
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

小
学

生

備
 

考

・
当

日
欠

席
１

人

令
和

４
年

１
２

月
1回

大
集

会
室ク

リ
ス

マ
ス

会

対
 

象

事
業

名

目
 

標

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

参
加

人
数

・
参

加
者

同
士

で
交

流
し

、
友

だ
ち

を
作

る
。

・
ク

リ
ス

マ
ス

を
楽

し
み

、
季

節
の

移
り

変
わ

り
を

感
じ

て
も

ら
う

。

事
業

報
告

N
o

事
業

の
ね

ら
い

季
節

行
事

を
楽

し
む

。

日
 

程
事

業
内

容
・

方
法

等

1
12

月
24

日

・
新

聞
紙

ジ
ャ

ン
ケ

ン

・
新

聞
紙

合
戦

・
ビ

ン
ゴ

・
イ

ン
ト

ロ
ク

イ
ズ

参
加

人
数

 
１

１
人

自
己

負
担

金
 

１
０

０
円
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事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所

延
べ

 
4８

人

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
怪

我
の

な
い

よ
う

ル
ー

ル
を

守
る

よ
う

に
声

掛
け

を
し

た
。

・
楽

し
く

参
加

で
き

る
よ

う
な

雰
囲

気
を

作
る

。

・
一

人
で

参
加

し
て

い
る

子
に

輪
に

入
れ

る
よ

う
、

声
掛

け
を

し
た

。

事
業

の
課

題
と

目
標

事
業

名
体

育
館

で
遊

ぼ
う

目
 

標

・
異

学
年

と
の

交
流

を
図

る
。

・
核

家
族

や
地

域
社

会
の

希
薄

化
で

地
域

社
会

と
の

交
流

が
少

な
い

。

・
仲

間
作

り
の

場
、

気
軽

に
集

え
る

場
所

が
少

な
い

。

・
運

動
が

苦
手

な
子

や
、

体
を

動
か

す
こ

と
に

意
欲

的
で

な
い

子
が

多
い

。

課
 

題

・
相

手
を

気
遣

う
言

葉
掛

け
や

喜
び

を
共

に
分

か
ち

合
う

姿
が

見
ら

れ
た

。

備
 

考

・
幼

児
は

保
護

者
同

伴

・
最

初
は

消
極

的
だ

っ
た

子
も

含
め

皆
が

全
力

で
走

っ
て

ゲ
ー

ム
を

楽
し

め
た

。

対
 

象

参
加

人
数 令

和
４

年
８

月
、

令
和

５
年

１
月

２
回

大
集

会
室

・
普

段
遊

べ
な

い
広

い
体

育
館

で
体

を
思

い
切

り
動

か
す

。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

事
業

報
告

N
o

事
業

の
ね

ら
い

遊
び

を
通

し
て

参
加

者
同

士
の

交
流

を
図

る
。

遊
び

を
通

し
て

参
加

者
同

士
の

交
流

を
図

る
。

2
1月

6日

・
１

０
月

か
ら

児
童

ル
ー

ム
に

遊
び

に
来

た
子

に
カ

ル
タ

の
絵

と
読

み
札

を
作

っ
て

も
ら

う
。

・
子

ど
も

達
が

作
っ

た
カ

ル
タ

で
カ

ル
タ

取
り

大
会

参
加

人
数

 
 

子
ど

も
１

７
人

 
大

人
３

人

遊
ぶ

。

参
加

人
数

 
 

子
ど

も
２

３
人

 
大

人
５

人

日
 

程
事

業
内

容
・

方
法

等

1
8月

24
日
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事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所

１
０

８
５

人

・
入

場
者

：
 

大
人

５
５

３
人

、
高

校
生

以
下

の
子

ど
も

５
３

２
人

（
合

計
：

１
０

８
５

人
）

冨
士

セ
ン

タ
ー

全
館

（
図

書
室

除
）

及
び

一
部

駐
車

場

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

備
 

考

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
食

品
従

事
者

の
検

査
、

保
健

所
、

消
防

署
へ

の
申

請
を

実
施

し
事

故
を

未
然

に
防

ぐ
。

・
参

加
各

サ
ー

ク
ル

の
自

主
性

を
尊

重
し

、
実

行
委

員
会

に
よ

る
積

極
的

運
営

を
行

う
。

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

 
冨

士
セ

ン
タ

ー
の

存
在

を
よ

り
身

近
な

も
の

に
す

る
。

目
 

標事
業

名
第

３
２

回
冨

士
セ

ン
タ

ー
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

対
 

象
一

般

事
業

の
課

題
と

目
標

参
加

人
数

・
日

頃
冨

士
セ

ン
タ

ー
を

利
用

す
る

各
サ

ー
ク

ル
の

活
動

を
外

部
に

発
表

す
る

機
会

が
少

な
い

。

課
 

題

・
地

域
交

流
の

場
と

し
て

の
冨

士
セ

ン
タ

ー
の

認
知

度
が

未
だ

不
十

分
。

令
和

５
年

３
月

１
回

事
業

報
告

N
o

・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

開
催

に
向

け
て

の
最

終
確

認
。

各
サ

ー
ク

 
ル

が
協

力
し

合
い

準
備

を
進

め
る

こ
と

で
円

滑
な

運
営

を

 
め

ざ
す

と
共

に
、

連
帯

を
深

め
る

。

・
各

サ
ー

ク
ル

の
発

表
、

展
示

、
バ

ザ
ー

、
模

擬
店

、
体

験
を

 
め

る
。

事
業

の
ね

ら
い

 
す

る
こ

と
に

よ
り

各
サ

ー
ク

ル
の

自
主

的
な

準
備

・
運

営

 
を

目
指

す
。

・
部

屋
割

り
確

認
、

備
品

申
請

及
び

確
認

、
役

割
分

担
等

を

 
参

加
サ

ー
ク

ル
が

一
同

に
議

論
・

決
定

す
る

こ
と

に
よ

り

 
横

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
。

5
3月

11
日

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
反

省
会

・
本

年
度

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
実

施
報

告

・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

実
施

の
反

省

・
次

年
度

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

実
施

要
領

（
開

催
日

の
日

程
、

今
後

の
進

行
）

・
次

年
度

の
実

行
委

員
選

出
に

つ
い

て

4
3月

5日

3
3月

4日
前

日
準

備

日
 

程
事

業
内

容
・

方
法

等

1
11

月
5日

第
１

回
準

備
会

議

・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

進
行

準
備

の
日

程

・
団

体
別

利
用

時
間

及
び

会
場

調
整

・
備

品
数

量
の

確
認

・
役

割
分

担
の

調
整

（
１

３
サ

ー
ク

ル
参

加
）

１
４

人

2
11

月
26

日

第
２

回
準

備
会

議

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
案

）
の

確
認

・
必

要
備

品
の

確
認

・
役

割
分

担
の

確
認

・
駐

車
場

、
駐

輪
場

の
確

認

（
１

２
サ

ー
ク

ル
参

加
）

１
３

人

第
３

２
回

冨
士

セ
ン

タ
ー

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

実
施

発
表

・
販

売
・

体
験

参
加

団
体

 
１

８
団

体

来
館

者
 

１
０

８
５

人

（
大

人
：

５
５

３
人

、
子

ど
も

：
５

３
２

人
）
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事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所
冨

士
セ

ン
タ

ー
入

口
及

び
敷

地
内

建
物

周
辺

対
 

象

備
 

考

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
プ

ラ
ン

タ
ー

や
セ

ン
タ

ー
入

口
の

植
え

付
け

と
セ

ン
タ

ー
周

り
の

除
草

を
行

っ
た

。
共

同
作

業
で

参
加

者
同

士
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

と

 
共

に
、

季
節

の
草

花
が

冨
士

セ
ン

タ
ー

を
彩

り
、

来
館

者
の

目
を

楽
し

ま
せ

た
。

・
セ

ン
タ

ー
が

綺
麗

に
な

り
、

清
潔

感
が

で
た

。

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
利

用
者

、
利

用
サ

ー
ク

ル
、

団
体

に
も

呼
び

か
け

事
前

に
準

備
し

た
草

花
の

植
え

付
け

、
除

草
等

参
加

人
数

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題

延
べ

５
３

人

 
の

共
同

作
業

を
通

じ
て

お
互

い
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

、
冨

士
セ

ン
タ

ー
の

存
在

を
認

識
し

て
も

ら
う

。

目
 

標

・
地

域
の

中
核

と
し

て
の

冨
士

セ
ン

タ
ー

を
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
手

を
借

り
て

清
掃

、
整

備
し

、
身

近
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

施
設

事
業

名
美

化
交

流
会

 
を

め
ざ

す
。 令

和
４

年
５

月
、

１
１

月
２

回

事
業

報
告

N
o

 
存

在
の

意
義

を
認

識
す

る
。

・
定

期
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
冨

士
セ

ン
タ

ー
へ

の

 
愛

着
心

を
持

っ
て

も
ら

い
、

職
員

を
覚

え
て

も
ら

う
。

1
5月

23
日

2
11

月
14

日

事
業

の
ね

ら
い

・
冨

士
セ

ン
タ

ー
の

休
館

日
を

利
用

し
て

、
職

員
及

び
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

さ
ん

が
協

力
し

て
、

建
物

周
り

の
清

掃
、

樹
木

の
剪

定
、

プ
ラ

ン
タ

ー
及

び
セ

ン
タ

ー
入

口
花

壇
の

く
さ

は
な

の
植

え
替

え
作

業
を

実
施

。

参
加

人
数

 
２

９
人

日
 

程
事

業
内

容
・

方
法

等

・
冨

士
セ

ン
タ

ー
入

口
、

建
物

周
り

の
草

取
り

や
プ

ラ
ン

タ
ー

へ
の

花
植

え
作

業
を

職
員

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

皆
さ

ん
と

共
に

実
施

。

参
加

人
数

 
２

４
人
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事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所

延
べ

１
８

人

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
音

楽
を

聴
い

て
、

穏
や

か
で

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
い

た
だ

い
た

。

・
リ

ク
エ

ス
ト

曲
を

流
し

て
、

曲
へ

の
思

い
な

ど
が

あ
れ

ば
語

っ
て

い
た

だ
き

、
み

ん
な

で
曲

へ
の

思
い

を
共

有
し

て
、

 
楽

し
ん

で
い

た
だ

い
た

。

備
 

考

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
音

楽
を

聴
い

て
、

穏
や

か
で

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
あ

ま
り

干
渉

せ
ず

、
写

真
撮

影
な

ど
も

 
極

力
控

え
る

よ
う

に
す

る
。

・
リ

ク
エ

ス
ト

に
応

じ
、

曲
を

流
す

際
は

、
リ

ク
エ

ス
ト

さ
れ

た
方

か
ら

曲
へ

の
思

い
な

ど
が

あ
れ

ば
語

っ
て

い
た

だ
き

、

 
み

ん
な

で
曲

へ
の

思
い

を
共

有
し

て
、

楽
し

ん
で

も
ら

う
。

参
加

人
数

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題

・
コ

ロ
ナ

禍
で

活
動

が
制

限
さ

れ
、

ス
ト

レ
ス

を
抱

え
て

い
る

人
が

多
い

。

・
静

か
に

音
楽

で
心

を
癒

し
、

ゆ
っ

く
り

過
ご

す
機

会
が

あ
ま

り
な

い
。

目
 

標

老
人

憩
い

の
家

・
音

楽
を

聴
く

こ
と

で
、

心
を

癒
し

、
日

頃
の

ス
ト

レ
ス

を
解

消
し

て
も

ら
う

。

４
回

・
音

楽
を

聴
い

て
、

穏
や

か
で

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
も

ら
う

。

対
 

象
市

内
在

住
者

事
業

名
音

楽
鑑

賞
会

事
業

報
告

N
o

事
業

の
ね

ら
い

・
音

楽
を

聴
い

て
、

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
、

日
頃

の
ス

ト
レ

ス
を

解
消

し
て

も
ら

う
。

・
音

楽
を

聴
い

て
、

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
、

日
頃

の
ス

ト
レ

ス
を

解
消

し
て

も
ら

う
。

・
音

楽
を

聴
い

て
、

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
、

日
頃

の
ス

ト
レ

ス
を

解
消

し
て

も
ら

う
。

・
音

楽
を

聴
い

て
、

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
、

日
頃

の
ス

ト
レ

ス
を

解
消

し
て

も
ら

う
。

4
2月

26
日

・
音

楽
を

流
し

て
、

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
も

ら
う

。
ま

た
、

リ
ク

エ
ス

ト
し

て
い

た
だ

き
な

が
ら

、
曲

へ
の

思
い

を
共

有
し

て
、

楽
し

ん
で

も
ら

う
。

参
加

人
数

 
 

６
人

3
11

月
27

日

・
音

楽
を

流
し

て
、

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
も

ら
う

。
ま

た
、

リ
ク

エ
ス

ト
し

て
い

た
だ

き
な

が
ら

、
曲

へ
の

思
い

を
共

有
し

て
、

楽
し

ん
で

も
ら

う
。

参
加

人
数

 
 

４
人

2
8月

28
日

・
音

楽
を

流
し

て
、

ゆ
っ

く
り

し
た

時
間

を
過

ご
し

て
も

ら
う

。
今

回
は

懐
か

し
の

昭
和

歌
謡

を
中

心
に

リ
ク

エ
ス

ト
に

応
じ

て
、

様
々

な
楽

曲
を

流
す

。

参
加

人
数

 
 

４
人

1
5月

29
日

音
楽

を
流

し
て

、
ゆ

っ
く

り
し

た
時

間
を

過
ご

し
て

も
ら

う
。

ま
た

、
リ

ク
エ

ス
ト

し
て

い
た

だ
き

な
が

ら
、

曲
へ

の
思

い
を

共
有

し
て

、
楽

し
ん

で
も

ら
う

。

参
加

人
数

 
 

４
人

日
 

程
事

業
内

容
・

方
法

等
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事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所

備
 

考

・
今

の
と

こ
ろ

談
話

の
み

と
な

っ
て

い
る

が
、

コ
ロ

ナ
が

治
ま

っ
て

く
れ

ば
、

内
容

は
色

々
考

え
た

い
。

休
養

室
２

目
 

標

・
仲

間
・

居
場

所
を

つ
く

り
、

閉
じ

こ
も

り
を

防
ぐ

。

１
０

回

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
和

室
で

の
開

催
だ

が
、

椅
子

と
テ

ー
ブ

ル
を

用
意

し
て

い
る

。

対
 

象
市

内
在

住
 

概
ね

６
５

歳
以

上

参
加

人
数

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題

・
ひ

と
り

暮
ら

し
で

生
活

に
メ

リ
ハ

リ
が

な
く

な
っ

た
り

、
コ

ロ
ナ

禍
で

家
に

閉
じ

こ
も

り
が

ち
な

高
齢

者
が

増
え

て
い

る
。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

・
色

々
な

話
題

で
盛

り
上

が
り

、
会

話
を

楽
し

ん
で

い
る

。

・
少

し
ず

つ
で

は
あ

る
が

、
新

し
い

参
加

者
が

増
え

て
い

る
。

延
べ

１
０

７
人

事
業

名
憩

い
の

サ
ロ

ン

事
業

報
告

N
o

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

事
業

の
ね

ら
い

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

5
9月

27
日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

１
０

人

4
7月

26
日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

１
１

人

5月
24

日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

１
１

人

6月
28

日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

１
２

人

32

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

1
4月

26
日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

１
０

人

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

日
 

程
事

業
内

容
・

方
法

等
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学
習

報
告

N
o

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

3月
28

日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

１
０

人

2月
28

日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

１
２

人

事
業

の
ね

ら
い

1097
11

月
22

日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

１
１

人

8
1月

24
日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

９
人

6
10

月
25

日

お
し

ゃ
べ

り
を

し
た

り
情

報
交

換
を

し
た

り
、

楽
し

く
過

ご
し

て
も

ら
う

。

参
加

人
数

１
１

人

楽
し

く
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

す
。

仲
間

・
居

場
所

を
作

る
。

地
域

で
の

つ
な

が
り

を
感

じ
、

気
軽

に
社

会
参

加

で
き

る
場

を
つ

く
る

。

日
 

程
学

習
主

題
・

内
容

・
方

法
等

事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所事
業

名
ふ

じ
っ

こ
ダ

イ
ニ

ン
グ

対
 

象
市

内
在

住
小

中
学

生

参
加

人
数

事
業

の
課

題
と

目
標

備
 

考

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
開

催
中

止

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

課
 

題

・
定

期
的

な
食

事
が

摂
れ

な
い

子
ど

も
や

、
一

人
で

食
事

を
す

る
子

ど
も

達
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

れ
る

環
境

を
作

る
。

・
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
触

れ
合

い
を

通
し

て
、

社
会

教
育

の
推

進
を

図
る

。

目
 

標

・
大

勢
で

の
食

事
を

楽
し

む
。

・
参

加
す

る
子

ど
も

達
が

自
発

的
に

挨
拶

や
感

謝
の

気
持

ち
を

表
現

で
き

る
雰

囲
気

を
作

る
。

・
栄

養
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

な
が

ら
子

ど
も

達
が

好
む

メ
ニ

ュ
ー

を
作

る
。

・
食

事
を

し
な

が
ら

子
ど

も
同

士
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

楽
し

む
。

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等
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事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所事
業

名
シ

ニ
ア

食
堂

備
 

考

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
開

催
中

止

参
加

人
数

事
業

の
課

題
と

目
標

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

対
 

象
市

内
在

住
７

０
歳

以
上

課
 

題

・
一

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

が
増

え
、

大
人

数
で

食
事

を
す

る
機

会
が

減
っ

て
い

る
。

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

目
 

標

・
外

に
出

る
機

会
を

作
り

、
多

く
の

人
と

食
事

す
る

場
を

設
け

る
。

事
業

活
動

期
 

間
回

 
数

場
 

所

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

備
 

考

・
令

和
４

年
度

実
績

な
し

児
童

ル
ー

ム

目
 

標

・
登

校
前

の
児

童
を

預
か

る
こ

と
に

よ
り

、
児

童
の

安
全

を
確

保
し

、
勤

労
世

帯
が

安
心

し
て

働
き

に
行

け
る

こ
と

。

・
早

朝
預

か
り

に
よ

り
、

学
校

と
地

域
団

体
の

連
携

が
図

れ
る

こ
と

。

随
時

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

・
常

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

一
緒

に
行

動
し

、
子

ど
も

の
安

全
を

最
優

先
す

る
。

対
 

象
第

三
小

学
校

 
低

学
年

児
童

事
業

名
子

ど
も

居
場

所
づ

く
り

（
早

朝
預

か
り

）

参
加

人
数

0人

事
業

の
課

題
と

目
標

課
 

題

・
児

童
の

登
校

前
に

出
勤

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
勤

労
世

帯
に

と
っ

て
、

児
童

を
一

人
家

に
残

す
こ

と
へ

の
不

安
が

あ
る

。

・
学

校
と

地
域

団
体

が
連

携
す

る
機

会
が

あ
ま

り
な

い
。
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